
伝承文学を豊かに語るための実験授業

一一愛知教育大学での試み

大野寿子

はじめに 合し、実験授業実施校として白羽の矢が立

幼稚園や小学校という教育現場において、 ったのが、教員養成を主軸とした筆者の勤

絵本の読み聞かせや初等国語教育のテキス 務校である愛知教育大学であったけ)。

トに、昔話や民話が頻繁に利用されている。

このような読み聞かせ等の行為者を、現代

日本における「伝承の新しい担い手」と位

置づけ、この「伝承の新しい担い手」を伝

承文学研究がサポートできないかという可

能性を、我々「伝承の現場からの考察」グ

ループは模索してきた。そして、将来、幼

稚園・小学校教員になるべく研績を積んで

いる学生たち、すなわち、将来の「伝承の

新しい担い手J たちを対象に、伝承文学に

関する実験授業を実施する運びとなった。

話を豊かに語ってもらうために、まずは

「伝承の新しい担い手」自身に、その話の

豊かさを実感してもらいたい。これが、実

験授業の根底に流れる理念である。昔話の

成立、類話、あるいはその文化的背景に触

れるという授業を通じ、語り手がまず伝承

文学世界を「体験」する。すると、そのと

きの感動、「おもしろい」、「興味深い」と

いう実感が、語りを必ず豊かにしてくれる

はずだと我々は考えるのである。このよう

な仮説が通用するのかどうかを分析するこ

とが、実験授業の第一の目的である。さら

に、これから「伝承の新しい担い手」とな

ってゆく若い世代が、昔話を伝承するとい

う行為を、どのようにとらえているかとい

う実態を知ることを、実験授業実施におけ

る第二の目的とする。このような我々「伝

承の現場からの考察」グループの理念を総

この試みにおいて、教員養成のためのさ

まざまな教科教育のあり方を批判したりす

るつもりは毛頭ない。そうではなく我々は、

自分たちの伝承文学研究が、近い将来「語

り」の実践という形で教育現場に立つ人た

ちに、語る上での「マメ知識」を提供でき

ればと願っているだけであり、その「マメ

知識」が、「伝承の新しい現場」を豊かに

するということを、長期的に考えていきた

いだけなのである。すなわち、生涯学習あ

るいは教養教育の延長線上に、我々の研究

成果をとらえていただきたい。いわば、実

践教育学と伝承文学研究とが、互いの領分

を侵すことなく手を差し伸べ合うという、

学際的研究あるいは相互協力の延長線上に、

この実験授業を位置づけていただければ幸

いである。

第 1章 「実験授業・講演in愛教大」の実

施に至るまで

人文社会科学振興プロジェクト(入社プ

ロと略記する)において、「実験授業」と

いう計画が持ち上がったのが2005年度末

であった。そこで筆者は、 2006年度の私

の授業枠で、入社プロの出前授業を受け入

れるつもりで話を進めようとした。しかし

ながら、愛知教育大学の教務課やさまざま

な先生との話し合いの中で、 l学期の I授

業15コマの枠内で、ゲスト講義が 3回を

う2 第 l部幼児教育者養成課程に対する提言

超えてしまうと、授業の単位認定主体がぼ

やけてしまいよろしくないという意見が上

がった。そこで、本学国語教育講座、幼児

教育講座、学校教育講座、外国語教育講座

の先生方に「実験授業」の主旨を説明して

協力を仰ぎ、入社プロの先生方の出前型授

業を、自らの授業枠で 1、2回受け入れて

下さる「愛知教育大学における実験授業支

援グループ」を組織する運びとなった。そ

のメンバーは、横山信幸教授(国語教育講

座)をはじめ、新井美保子助教授(幼児教

育講座)、有働裕教授(国語教育講座)、小

川英彦助教授(幼児教育講座)、瀬田祐輔

講師(学校教育講座)、中国敏夫教授(国

語教育講座)、村岡員澄教授(幼児教育講

座)、山口雅史教授(幼児教育講座、 2006

年3月末に退職)と筆者大野寿子(外国語

教育講座)の合計9名である (2)。支援グ

ループの先生方には、それぞれの授業の数

コマを、一面識もない人社プロ教員の出前

型授業に、学生のためならばと快く提供し

ていただいた。この場を借りて深く御礼申

し上げる。また、人社プロの先生方11名

には、お世辞にもアクセスがよいとは言え

ない所に位置する愛知教育大学に、謝礼な

しでも快くお出ましいただ、いた。同じくこ

人社プ口(授業実施日)

の場を借りて、心より御礼申し上げる。

ところで、大学の正規授業に入社プロの

メンバーが、いわば客員講師として出向く

わけであるから、実験授業受講者としても

ともとの授業受講者を確保できる。しかし

ながら、学内外を間わず、できるだけ多く

の人にも「実験授業」に足を運んでもらう

ため、ポスターやチラシを作成し、下記の

ような文言を添えた。

将来、幼稚園で絵本の読み聞かせをする

かもしれない人が、

将来、小学校国語の授業で昔話の授業を

するかもしれない人が、

将来、親となって子どもに童話を読んで

聞かせるかもしれない人が、

子どもの奇想天外な質問に「豊かにj

答え「豊かに」語るためのマメ知識を

提供するプロジ、工ク卜です。

このテーマに興昧のある方は皆さん是非

ご参加下さい。

ご協力いただ、いた入社プロの先生方の授

業スケジュールと、受け入れ授業を提供し

てくれた先生方は、以下のとおりである。

この受け入れ体制は、まず、愛教大にお

愛教大(提供授業枠) すべて敬称略

有働祐(国語記教育講座)前期木曜3限1 小長主主有紀 (2006.06.08)

2.斎藤君子 (2006.06.08) → 小)11英彦(幼児教育講座)前期木曜4限

3 赤羽根有里子 (2006.06.26)

4 加藤康子 (2006.07.10.)

5 塚崎今日子 (2006.07.27.)

6 膏藤純 (2006.11.10.)

7 阿部紀子 (2006.11.20.)

8 真鍋祐子 (2006.12.01.)

9 美濃部京子 (2006.12.11.)

10 長崎広子 (2006.12.14.)

11 三原幸久 (2007.01.15.)

大野寿子(外国語教育講座)前期月曜3限

大野寿子(外国語教育講座)前期月曜3限

新井美保子(幼児教育講座)前期木曜2限

→ 横山信幸(国語教育講座)後期金曜4限

大野寿子(外国語教育講座)後期月曜4限

新井美保子(幼児教育講座)後期金曜3限

大野寿子(外国語教育講座)後期月曜4限

→ 横山信幸(国語教育講座)後期木曜4限

大野寿子(外国語教育講座)後期月曜4限

伝承文学を豊かに語るための実験授業 ラ3



ける実験授業支援グループの先生方に、「前

期/後期 :0曜O限」という形で授業枠を

ご提供いただいた。その情報を入社プロの

先生方に伝え、都合のよい時間帯、曜日、

日にちを複数選んでいただき、それぞれの

実験授業のテーマや受講学生の所属等を考

慮しつつ、世話役である筆者が日程調整を

行った。愛教大受け入れ側の教員名に不均

衡がみられるのは、授業枠をご提供いただ

きながらも、入社プロ側の先生方との臼程

が合わず、授業の出前が実現しなかった先

生方もいらっしゃるためである。

受け入れ校である愛知教育大学には、教

員養成系の課程、すなわち教員免許取得が

卒業条件となる課程と、教員免許取得が義

務ではない学芸四課程(3)とがある。支援

グループにおいては、世話役である大野以

外の教員は全員、教員養成課程の所属であ

った。愛教大における実験授業の実施は、

教科によってはなかなか接することのない、

教員養成課程と学芸課程の教員同士、異講

座間の教員同士の連携が図られた意味でも、

大変意義深いことであったと忠われる。以

下、第2章で全体的な考察、第3章では個々

の授業別の考察を行い、最後に、「実験授業・

講演in愛教大」の成果を総括する (4)。

第 2章実験授業総合報告一一アンケー卜

結果をてがかりに一一

「実験授業・講演 in愛教大」においては

上述のとおり、入社プロ「伝承の現場から

の考察」グやループの先生方を11名お招き

し、それぞれの専門分野に応じた授業を実

施していただいた。また、受講生には、受

講後にアンケートに協力していただいた。

そのアンケート内容は、右のとおりである。

無記名型のアンケートではあるが、性別

と学年(教員や学外者はだいたいの年齢)

を記入する箇所を設けている。さらに、選

択方式と自由記述方式を両方採用し、受講

生の率直な感想、や意見を聴取することがで

きたように思う。実験授業11回全体を通

したアンケート回収総数は、のべ488枚で

ある。その内訳は、男性は108名、女性

363名(不明17名)であった。また、学年

別では、 l年生88名、 2年生140名、 3年

生202名、 4年生42名、その他が16名で

あった。この「その他」には、提供授業の

担当教員の回答や、学外のストーリーテリ

ングの活動をしている方々の回答が含まれ

ている。第2章では、このアンケートの集

計と総合分析を設問}I頃に行うこととする。

2006年度愛知教育大学での実験授業の

実施とアンケート集計は、同大学国際理解

教育課程国際文化コース欧米文化履修モデ

ルの大野寿子ゼミの 4年生 (2006年度)

7名の協力なしには成り立たなかった。

この場を借りて深く御礼申し上げる (5)。
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ラ4 第 l部幼児教育者養成課程に対する提言

l 本日の授業・講演の内容は興昧深かっ

たですかつ おもしろかったですかっ

-はい…...409人

(男性85人、女性310人、不明14人)

・いいえ…… 9人

(男性4人、女性5人、不明O人)

・どちらでもない……50人

(男性14人、女性34人、不明2人)

・無回答……20人

(男性5人、女性14人、不明 I人)

このように、ほとんどの受講生が、実験

授業の内容を「おもしろかった」と感じて

いることが見てとれる。

2.本日の授業-講演をもっと聴いてみた

いと思いましたかっ

・はい-…・・343人

(男性60人、女性271人、不明12人)

・いいえ……24人

(男性9人、女性15人)

.どちらでもない……97人

(男性34人、女性59人、不明4人)

・無回答…・・・24人

(男性5人、女性18人、不明 I人)

もう l度受講したいかという設問に対し

て、「はい」と答えた受講生は、 70%であり、

設問 Iの「おもしろかった」という回答率

84%からは少し割合が減少してはいる。

これは、「このような昔話の謎を解くよう

なタイプの授業をまた受けたいか」という

意味の設開設定だ、ったのだが、「全く同じ

授業をもう l度受講したいか」と誤解した

受講生が多数存在したためであり、世話役

である筆者の設問に、ことば足らずな部分

があったことは否めない。この場を借りて

御詫び申し上げる。

3 本日の授業・講演のおもしろかった点、

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですかっ
おもしろかったですかっ

どちらでもない
50 

いいえ 9 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?(前期・後期の集計)

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたかっ

いいえ 8 

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したかワ

いいえ 26 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

どちらでも芯い
13 

いいえ 1 
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印象に残った点、もっと知りたく芯った点

を具体的に書いて下さい。

設問 3に関しては、第 2章の個別分析で

詳しく述べることにする。

4 本日の授業・講演のつまらなかった点

を具体的に書いて下さい。

設問4に関しては、第2章の個別分析で

詳しく述べることにする。

5 子どもの頃、絵本や昔話を読みました

かっ

・はい……398人

(男性89人、女性296人、不明13人)

・いいえ……8人

(男性6人、女性 I人、不明 I人)

・無回答…・・.82人

(男性13人、女性的人、不明3人)

全体の81%の受講生が、絵本や昔話を

子どもの頃読んだと回答している。これは、

男性の受講者総数108名中の約82.4%、女

性の受講者総数363名中の81.5%と、男女

ともほぼ同じ割合であるが、若干男性の割

合が高いことが見てとれる。無回答の理由

を口頭で説明してくれた受講生もいたのだ、

が、この「子どもの頃」が何歳くらいをさ

すのかがよくわからなかったという意見も

あった。幼稚園あるいは小学校低学年など

と、もう少し年齢範囲を区切った方が、よ

り正確な回答が得られたであろうと、反省

している。

6 子どもの頃、絵本や昔話を大人に読ん

でもらいましたか?

-はい…...380人

(男性81人、女性288人、不明11人)

・いいえ…・ .26人

(男性14人、女性9人、不明3人)

-無回答・…..82人

(男性13人、女性66人、不明3人)

設問5で、昔話や絵本を自分で読んだの

が81%であったのに対し、設問 6で、大

人に読んでるもらったと答えた受講者は78

%と、割合が 3%下がっている。ここで気

になるのは、設問5で、自分で読まなかっ

たと答えた受講者が2%であったのに対し、

読んでもらわなかったとの回答は 5%で、

こちらが 3%上昇していることである。こ

の数字の推移は、自分では読んだが読んで、

はもらわなかったという受講者が、全体の

3%いるということを指し示す。読んでも

らえなかったのか、それとも読んで、もらう

ことを自ら拒んだ、のかは、このアンケート

からは残念ながら読みとることができない。

7 自分の子どもや園児、児童に絵本や昔

話を読んで聞かせたいと思いますかっ

・はい・…..392人

(男性的人、女性291人、不明12人)

・いいえ…… l人

(男性 I人、女性0人、不明O人)

・どちらでもない……13人

(男性5人、女性6人、不明 2人)

・無回答…..82人

(男性13人、女性66人、不明3人)

「はしりと答えた受講生は約80%であり、

この肯定的回答は、上記の、「子どもの頃

絵本や昔話を自分で読んだ」と答えた81

%、「子どもの頃、絵本や昔話を読んでも

らった」と答えた78%とほぼ同じくらい

の数である。このことから、子どもの頃、

絵本や昔話を読んだ者あるいは読んで、もら

った者のほとんどが、自分もまた、子ども

に読んで聞かせようと考えるのではないか、

すなわち、プラスの因果関係があるのでは

ないかと思われる。ところが、「子どもの

ラ6 第 1部幼児教育者養成課程に対する提言

頃に絵本や昔話を読まなかった」受講生が

8名、「読んでもらわなかった」受講生が

26名いた。それに対し、「自分が読んで間

かせることなない」と答えた受講生は I名

であった。ここで言えるのは、自分が読ん

でもらわなかったから、白分も子どもに読

んであげることはないというマイナスの因

果関係は、少なくともこのアンケート上で

は読みとれないということである。もちろ

ん、「どちらでもない」あるいは「無回答」

の中には、「読んで聞かせてあげないかも

しれない」という微妙な考えもあるだろう

が、少なくとも、「読まない」という断言

がごく少数に留まったところが幸いであっ

た。ただし、このアンケートでの 1/488

名ということは、約500名に I人が、「子

どもに昔話を読んで、聞かせたくない」と思

っていることを物語っており、その理由を

も問う、別の角度からのアンケートや分析

が、今後必要であろう。

8田子どもの頃読んだり聞いたりしたお話

で、印象深かった話、おもしろかった話を

教えて下さい。

この設聞は自由記述(複数回答可)であ

ったため、かなりの数になった。そのデー

タを次頁に指し示す。

全講演会を通じ、 I位は『くやりとぐら』

であり、その次に、『シンデレラ』や『白

雪姫』、「桃太郎』や『浦島太郎』など日本

昔話が続いている。また、『ノンタン』シ

リーズも人気があることがわかる。アンケ

ート回答者は、そのほとんどが18~22歳

の学生たちであり、このようなアンケート

を、また別の世代を対象に実施してみると、

興味深い結果が得られるのではないかと思

われる。さらに、グリム童話(白雪姫/赤

ずきん/へンゼルとグレーテル/オオカミ

と七匹のヤギ/プレーメンの音楽隊/かえ

るの王子様)だけで43票、アンデルセン

童話(人魚姫/親指姫/マッチ売りの少女

/みにくいあひるの子/裸の王様/赤い

靴)で21票獲得している。イソップ童話(金

の斧/北風と太陽/ウサギとカメ)では4

票、ペローの童話(シンデレラ/眠れる森

の美女)では 2票獲得している。また、日

本昔話(浦島太郎/カチカチ山/桃太郎/

猿蟹合戦/わらしべ長者/花さかじいさん

/かさ地蔵/一寸法師/力太郎/泣いた赤

鬼/鶴の恩返し/金太郎/ぶんぶく茶釜/

かぐや姫)では、 61票獲得している。こ

こに挙げられた絵本、昔話、物語を、欧米

のものと日本のものとに使宜上分けて考え

ると、その二つの聞に統計上で、の開きがほ

とんど見られない。たとえば「へンゼルと

グレーテル」を彼らが、グリム童話である

という認識のもと、あるいはドイツのお話

であるという認識のもとに、読んだり聞い

たりしたとは限らない。また、読む立場、

あるいは読み聞かせを聞く立場の子どもた

ちが、どの国のお話かを正確に認識してい

たとは限らない。しかしながらこの統計結

果は、受講生たちが幼い頃、日本だけでは

なく、外国の物語・作品にも同様に親しん

でいたことを示している。結果的にそれが、

今でも印象に残っているということが肝心

なのである。また、ディズニー映画・アニ

メや TV(i日本むかしぱなし」、「世界名

作劇場」等)で放映されていた作品(たと

えば、白雪姫、シンデレラ、ピーターパン、

ピノキオ、小公女、フランダースの犬等)

は、特に印象に残りやすいのではないかと

思われる。すなわち、現在の大学生くらい

の世代にとって、「読み聞かせ」と「テレ

ビ視聴」とが、想い出の中で混在している

という可能性を、認識しておく必要がある
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ということである。いずれにせよ、メディ

アの影響が大きいことがわかる。また、小

学校国語の教科書に掲載されている作品

(モチモチの木、スイミー、ちいちゃんの

影送り、ごんぎつね)も挙がっていること

は大変興味深い。学校教育の中でとり上げ

られる作品はこのように、後に印象に残っ

ているケースが多いので、教科書に掲載さ

れる作品の選択とその教授法が、大変重要

なのである。

9.絵本や昔話を子どもに読み聞かせたり

語って聞かせたりするときに、注意しなけ

ればならない点は何だと思いますかっ

設問9に関しては、第2章の個別考察を

経て、最後に総括する。

第 3章実験授業個別報告ーアンケー卜

結果をてがかりに一一

第 3章では、 11名の先生方それぞれの

実験授業の実施成果について、アンケート

結果の分析をてがかりに、授業毎に報告お

よび分析してゆく。なお、紹介するアンケ

ート回答はほぼ原文どおりに挙げてゆく。

第 1節モンゴルの遊牧文化と口承文芸

国立民俗学博物館教授小長谷有紀氏によ

る実験授業「モンゴ、ルの遊牧文化と口承文

芸」は、愛知教育大学2006年度前期木曜

3限、国語教育を専攻する I年次学生を対

象とした授業「国語科研究AII J の枠内で、

担当教員である国語教育講座有働裕教授の

10 この授業-講演の内容が、絵本や昔話

の読み聞かせに役立つと思われる点を教え

て下さい。

設問10に関しては、第 2章の個別考察

を経て、最後に総括する。

犬とお母さんとライオンの話

犬が水面に写る自分がくわえた肉を

取ろうとして、肉を落としてしまう話 1 

たぬきの糸車つ 1 

ブルーノはおかんむり l 

へレンケラー 1 

放課後の時間割 1 

星と伝説 1 

若草物語 1 

わらしベ長者 l 

出版社に勤める知り合いが

作ってくれた本1

父親が語ってくれた昔話2

二匹のねすみ

ティモとチ工ルシ

金の斧

キリスト教復活祭の話

宝島

アンパンマン

ダンゴをなくしたおばあさん

ピータラビット

星になった王子様

おてがみ

かえるの王子様

きいろのバケツ

算数が全然できない芋の話

シンパの幼稚園

弁慶

アンナの赤いオ-1¥一

石うすの話

王子とこじき

おかえし

くまの子フ ウ

キツネとウサギ

ねすみのすもう

10人の子供

[その他]

・絵本に登場する登場人物の名前が、

自分や家族、友達の名前になって

いるもの。

・「むかし、むかし、おじいさんとお

ばあさんがいました。お終い。」と

いう意表をつく話。

注)タイトルには一部誤りもあるよ

うだが、回答どおりに記してい

る。

猿蟹合戦

101回死んだ猫

泣いた赤鬼

乙13¥とりじいさん

モチモチの木

ぱぱばあちゃん

大きなかぶ

赤い靴

おふろだーいすき!

とんとあき

ごんぎつね

モモ

番長皿屋敷

1¥ッタ君のお散歩

小公女

白いうさぎと黒いうさぎ

ピマンマン (pマン)

うさこちゃん

北風と太陽

めっきらもっきらどおんどん

ブリブラブル

大きな木

ナル二ア国物語

モケラモケラ

シ トン動物記

マイケルどこへ行ったのつ

かわいそうなゾウ

て13¥くろ

王様の耳はロパの耳

十二支の話

こぐまちゃん シリーズ

すてきな三人組

力太郎

金太郎

青い烏

さっちゃ九の魔法の手

家にある掃除機が

実はゾウだったという話

はらベ乙ガズラー

羅生門

ほしをつくったケンちゃん

ムンジャモンジャは毛虫じゃない

パンをやくのはだあれ

わごむはどこまでのびるの

芯ばけのトッケヒ、

どうぞのイス

めめめんたま

めがねうさぎシリズ

赤いろうそくと人魚

孫悟空

}¥-I ¥1¥1¥ 

三つの願い

裸の王様 1 

4つの素敵なクリスマス l 

セロ弾きのゴジュ l 

ちいちゃんの影送り 1 

キャベツ君 1 

乙いぬのチップ 1 

10匹のねずみ 1 

ティモシーとサラ シリーズ I 

入郎 I 

パンの話 l 

1¥ーメルンの笛吹き 1 

初めてのおっかい l 

星の話 1 

ムッシュムニエル在ご紹介します 1 

ももいろのクレヨン 1 

勇敢な10人の兄弟 1 

雪山の寒古島 1 

夢食い小人 l 

よだかの星 l 

ロボッ卜力ミィ 1 

注文の多レ料理屈 1 

はちかづき姫 l 

ムーミン合シリーズ l 

ライオンみどりのにちょうび 1 

ももいろのきりん l 

ルドルフといっぱいあってな 1 

スホの白い馬 1 

三年寝太郎 1 

青ひげ 1 

ひめ乙とおに 1 

アリとキリギリス 1 

雪女 1 

舌切りスズメ 1 

赤おに青おに 1 

ライオンキング 1 

赤太郎 1 

ディズニ シリズ l 

ドリトル先生 1 

うんちの話 1 

うさぎのくれたパレ工シューズ 1 

工ミールくん頑張る 1 

スキャり おじさんの絵本シリ ズ 1 

きとりさんのすてき芯おうち 1 

ま君ちの大き芯木 1 

たんたんハンカチ 1 

カメラちゃんシリ ズ 1 

ネパ工ンデインクストーリー 1 

大きな大き芯おいも 1 

鍵ばあさん 1 

どろぼう学校 1 

フレデリック 1 

こまったさんシリーズ 1 

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 
円

ζ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
1
1
1
t
1
1
1
1

タイトル 票数

グリとグラ 31 

白雪姫 22 

シンデレラ 20 

桃太郎 16 

浦島太郎 15 

赤すきん 11 

かちかち山 11 

のんたんシリーズ 11 
グリム童話 10 

親指姫 10 

人魚姫 10 

へンゼルとグレーテル 9 
日本昔話 9 

一寸法師 8 

はらベとあおむし 8 

三匹のと13¥た 7 

おむすびとろりん 7 

100万回生きた猫 7 

ジャックと豆の木 7 

かさ地蔵 6 

いやいやえん 6 

11匹のね乙シリズ 6 

ねすみ君のチョッキ 6 

となりの席のますだくん 6 

鶴の恩返し 6 

ちびくろサンボ 6 

ピターバン 5 

アンデルセン童話 5 

スイミー 5 

工ルマーの冒険 5 

オオカミと七匹のヤギ 5 

マッチ売りの少女 5 
うりこ姫 5 

イソップ童話 5 

手袋を買いに 5 

エルマと竜 5 
かぐや姫(竹取物語) 4 
ころころ丸パン(パンが転がる話つ)4 
オズの魔法使い 4 

カラスのパン屋さん 4 
眠れる森の美女 4 

ウサギと力メ 4 

三枚のお札 4 

13¥ん13¥く茶がま 4 

みにくいアヒルの子 4 

ブレメンの音楽隊 4 

ピノキオ 4 

花さかじいさん 4 

フランダスの犬 4 
不思議の国のアリス 4 

幸福の王子 4 

おたまじゃくしのひゃくいっちゃん 4 
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協力のもと、 2006年 6月 8日木曜 3限 もっと知りたくなった点J (設問 3) とし

(13:20~ 14:50) に、同大学第三共通棟 ては、総括すると、「モンゴルの文化を垣

412教室にて開催された。受講者は、世話 間見ることができた」ことが多く挙げられ

役である私とアシスタントの学生を含め、 ている。特に、国語教育専攻の学生だった

71名であった。 からか、「ことば」に深い関心を示し、「こ

小長谷氏の実験授業では、モンゴル遊牧 とばの大切さ」を改めて感じとった受講生

民の生活文化について、氏のフィールドワ が多かったようである。たとえば、，(草が

ークによる貴重な映像資料を用いてご説明 喉に詰まって死んだ〉など、死んだ動物に

いただ、いた。広大で美しい高原、ゲルでの

生活風景、そして現地生活で避けては通れ

ない家畜の屠殺など、自然とともに生きる

嘘をつくのがおもしろいJ (入社〈国語)1 

年女性)(6)、「ことばが、悪いことに知ら

ないふりをするために使用される点や、家

モンゴ、ル遊牧民の生きざまを、貴重な映像 畜をだますために使用する点(がおもしろ

と巧みな話術で、日に耳にじっくり焼きっ かった)J (人社 l年女性)、「マイナスのこ

けていただいた。このような文化背景をふ

まえた上で、授業の第2部とも言える、現

地の言霊思想、すなわち、「ことば」の持

つ「力」について、そして「ことばの文化」

と「生活」との密接な関わりについての説

明が展開されたのである。その結果、アン

ケート回答では、「ことばの力」に関する

感想を述べるものが大変多かった。

本講演を「おもしろかった」と答えた受

講生は回答総数67名中53名、全体の80%

であった(設問 1)。この授業をもっと聴

いてみたいか(設問 2) となると、この割

合が66%(44名)に下がる。その理由を、

とがあったら、プラスのことを言って安心

させること(がおもしろかった)J (人社 I

年女性)などである。このような個々のト

ピックに関する感想は、「ことばの持つ力

を考えさせられたJ (国際3年男性)、「こ

とばによって、事実は変えられないけれど、

気持ちは変えられるということを改めて感

じましたJ (中英 I年女性)という、こと

ばの普遍的価値と可能性にも言及するもの

へとつながっている。感銘に近いこのよう

な意見は、小長谷氏の「嘘が言えるのがこ

とばの本質」という名言に拠るところ大で

ある。

「おもしろくなかった点J (設問4)の自由 それにしても、「おもしろくなかった点」

記述に探ってみると、羊の話や屠殺後の肉 で多く挙がっていたのは、「スライドが多

塊が、学生の言葉を借りれば「グ、ロすぎ、た」 かった」という点であり、学生たちが多大

ょうである。受講生は 1年生で、しかも女 な興味を示したのは、「ことばの持つ力」

性が多かったので、少々刺激が強すぎた感 に関してであったことは意外でおあった。し

もあり、その点が残念ながら「おもしろく かしながら、もし、映像資料が全くなかっ

ない」という表現をさせてしまったように たとしたら、「もっと写真が見たかった」

思われる。しかしながら、もし受講生の大 という意見も当然挙がっていたであろう。

半が3、4年生だったら結果は違っていた 講演での映像資料の分量や、話とのバラン

であろうことを考えると、この回答は、授 スはなかなか難しいものではあるが、これ

業の魅力を損なうものではない。 は同時に、現代の伝承形態の一つである「絵

「おもしろかった点、印象に残った点、 本」の読み間かせの際に、「挿絵」の与え
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すぎによる教育的効果、特に想像力育成の

阻害にもつながる重要な問題をはらんで、い

るとも言えるのではないか。とはいえ、小

長谷氏のスライドは、実際「多すぎた」わ

けでは決してない。「国語科研究AII J の

受講生以外の学生や教員、学外受講者など

からは、「スライドがもっと見たかった」、

「種オスの棒をまたぐ儀式、人間の結婚に

棒をまたぐという文化について、もっと詳

しく知りたかったJ (国際4年女性)とい

う感想も挙がっている。あくまでも、授業

提供のあった「国語科研究AII Jの一環と

して狭義に考えると、受講生たちは、「映

像資料」よりも「ことば」により大きな関

心を示していたということなのである。講

演の本来のテーマであった、モンゴ、ル遊牧

文化や伝承文芸の枠をはるかに越え、自国

の文化や、自分たちにとって身近なことば

をも真剣に考えようとする受講者たち、す

なわち、国語教育を目指す若いエネルギー

にこうして触れてみると、愛知県の、いや

日本の国語教育の将来に、安堵と期待を感

じずにはいられない。

このような授業を受講した上で、「この

授業が絵本や昔話の読み聞かせに役に立つ

点J (設問10)を、受講生に考えてもらった。

その中で、参考になるコメントを挙げる。

「言霊思想などの内容で、言葉遣いや相手

を思った言葉のかけ方などを、子どもに伝

えることができると思いますJ (障害 l年

女性)、「ことばを大切に扱うべきだという

こと。その上で、子どもに良い本を読んで

あげたい、感情を込めて読み聞かせたいと

思ったJ (入社 l年女性)。絵本の読み聞か

せを広義にとらえ、子どもに対し、ことば

を教えるという広い枠組みからの意見が目

立つo また、「子どもが、絵本や昔話のな

かの一つ一つの言葉に対して、私たちが感

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですかっ

どちらでもない
9 

いいえ 3 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたかっ

6子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま

7 自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますかっ

どちらでもない

いいえ
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じている以上に、強い印象や影響を受ける

ということを理解しておくこと、一つ一つ

の表現も、語り手の言い方によって全く変

わってくるということを理解しておくこと

(がわかった点が役に立っと思う)J (中英

1年女性)という、語りのテクニックより

はむしろ、語るときの心構えに関する重要

な指摘があった。さらに次のような意見も

挙がった。「一つのことばに、どのような

意味が込められているのか、祝いや呪いの

言葉なのか、などを意識していかなければ

いけないと思いました。どのような状況時

に、どの言葉を使うかで、中に込められて

いる感情に違いが出てくるのだなと思いま

した。ことばによって、困難を乗り越えて

いくという点は、とてもおもしろく、読み

聞かせに役立てていけると思いましたJ(国

際4年女性)。なぜこの場面でこのことば

が使われているのか、少なくとも読み手や

語り手が、たとえ自分流ではあっても理解

しておいた方がよいという意見は、物語の

舞台となった文化事情やことばの深みに言

及した小長谷氏の講演が、伝承に使用され

る「ことば」というものを改めて考える上

で、非常に啓発的であったことを物語る。

さらに、参加者の中で、ストーリーテリン

グの社会活動をしている学外の女性たちか

らは、「おはなしの背景にある社会や民族

について、ものの考え方について知ること

(は、読み聞かせに役に立つ)J (50代女性)

という意見を頂戴した。異文化(モンゴル

遊牧民族)に触れられたこと、さらに、こ

とばの広がりと深みに関する再認識が、読

み聞かせだけでなく、子どもにことばを教

えるときの心構えとして、間接的かつ発展

的に寄与しうるということが、本授業のア

ンケート回答の分析により、明白となった

のではないか。

最後に、本講演の受講者が、「絵本の読

み聞かせにおいて気をつけなければならな

い点J (設問 9) について回答しているの

で補足しておく。多かった意見は、「大人

の意見や考えを押しつけない(こと)。子

どもの想像力を崩さないこと J (中社3年

女性)、「おもしろい場面などは、自分も楽

しみながら聞かせる(こと) (中国 I年女

性)、「絵本の内容について、読み聞かせた

後に、感想を聞いたり、不思議に思ったこ

とについて、一緒に考え、話すとよいと思

うJ (国際4年女性)などである。このよ

うな意見を総合すると、「読み聞かせ」と

いう行為が、読み手から聴き手への一方通

行であってはならないこと、伝承の空聞を

形成すること自体が、読み手と聴き手の共

同作業であり、聴き手(多くは子ども)に

とって体験的であるべきであることを明示

しているように思われる。

第2節ロシア民話「おおき砿かi3iJ

ロシア口承文芸研究家・ロシア語翻訳家

の斎藤君子氏による実験授業「ロシア民話

〈おおきなかぶ)Jは、愛知教育大学2006

年度前期木曜4限、幼児教育を専攻する 2

年次学生を対象とした授業「社会福祉学原

論」の枠内で、授業担当教員である幼児教

育講座小川英彦教授の協力のもと、 2006

年 6 月 8 日木曜 4 限(l5:00~16:30)に、

同大学第二共通棟412教室にて、小長谷氏

の講演に引き続き行われた。参加者はアシ

スタントも含め38名であった。

斎藤君子氏は本授業において、ロシア累

積昔話や「大きなかぶ」の類話に触れなが

ら、民話とロシアの風土との関わりから、

「なぜ、かぶなのか」という謎を解いてい

かれた。また、「かぶの種を蒔く」という

和訳では、「かぶのたった一つの種を[大
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切に]地面に置いた」という、最後のー粒

であり大切なものであるというニュアンス

が伝わってはいないそうである。ロシア語

翻訳家ならではの観点が、本授業に凝縮さ

れていたと言える。また、原語(ロシア語)

での朗読テープを聴かせていただいたり、

斎藤氏ご自身が、「大きなかぶ」を読み聞

かせて下さったりと、昔話における繰り返

し、そしてそこから生まれるリズムの大切

さを説く内容であった。その結果であろう

か。アンケートには、繰り返しの表現やリ

ズムに関する回答が大変多かった。また、

ロシアにおける呪術的なものに興味を示す

匝答も比較的多かった。

本講演を「おもしろかった、興味深かっ

た」と答えた者は(設問 1)、 30名中24名

で、全体の80%に上る。「もっと聞いてみ

たいかJ (設問2) になると、上述の小長

谷氏の講演と同様、「聞いてみたい」との

回答率が70%(21名)と若干下がっている。

このパーセンテージ減少の原因は、「本日

の講演のつまらなかった点J (設問4)で

の自由記述に探ることができる。まず、「ア

ファナーシュフやベッソーノフのことなど

の話がきちんとわかっていないので、正し

い解釈ができたか不安ですJ (初幼2年女

性)という、自分の理解度に対する不安感

が挙げられる。また、「ロシアの知識が〈寒

い〉という程度で、ほとんど知らないこと

ばかりなので、ロシアの民家の生活などを

紹介してもらえるとよかったJ (自然 l年

男性)という意見もあり、ロシアの文化的

背景への関心の高さが浮彫となった。しか

しながらこの点は、上述の小長谷氏の講演

に対する感想の、「スライドが多すぎたの

では」という意見と対を成すものであろう。

映像資料があればあるで、なければないで、

それなりに短所となり長所となるのである

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない
3 

いいえ O 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま

したか? /ー無回答 3 

どちらでもない
4 

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

無回答 1 

いいえ

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したか?

いいえ 2 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

無回答 1 

いいえ O 
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から、そのさじ加減はなかなか難しいもの

なのである。また、小長谷氏の受講生の大

半は国語教育の学生であり、本授業の受講

生は幼児教育がほとんどであったので、も

ともとの関心事にずれがあったという推論

もまた可能であろう。

しかしながら、上述のような消極的な意

見はごくごく少数であり、「おもしろかっ

た、興味深かった」点(設問 3)の自由記

述の分量は、「おもしろくなかったJ事に

関する分量の 3倍以上である。以下、例を

挙げながら分析していく。記述の大半は、

「累積昔話の鎖の構造がつながって、最後

にきれるというのがおもしろかった。ロシ

ア語と先生の訳のテンポのよさが印象に残

ったJ (初幼 2年女性)、「ロシア語で読ん

でいるテープを聴け、最後に斎藤先生も日

本語で読んで下さったので、累積昔話に大

切なリズムの比較もしやすかったJ (初幼

2年女性)という、テンポやリズムに関す

るものであった。斎藤氏が、「おじいさん」、

「おばあさん」ではなく、登場人物の「カ

ーチヤJ に音を合わせて「じっちゃ」、「ば

っちゃ」と訳された点が、特に絶賛されて

いた。さらに、「ただの昔話としか思って

いなかったのに、そのお話には、国や時代

のいろんな意味が込められている(残り物

には呪力が宿る、かぶを引き抜くことの意

味)ということが、印象に残りました。ロ

シア語の朗読が聴けたのがおもしろかった

で、すJ(初幼2年女性)という回答もあった。

このように、昔話の深みに触れられたこと

への歓喜、原語の朗読を聴くことの大切さ

を記しているものも多い。「ロシア語の全

くわからない私でも、なんと言っているの

かがすごくわかり、とてもおもしろかった

です。リズム感があり、繰り返されるフレ

ーズがとてもおもしろく、すぐに覚えてし

まいそうでしたJ (初幼2年女性)。このよ

うな意見からは、やはりリズムの大切さを

こちらも再認識させられた。また、「教材

としての物語を、さらに広い観点(ロシア

民話)から見れば、そこには新たな意味が

見出されるということを具体的に教えてい

ただいたJ (教員60代男性)という、昔話

の文化背景を知ることの大切さを実感した、

愛教大教員からの貴重なご意見もあった。

筆者はこの意見の奥に、昔話が教材のみに

定着してしまうことへの危倶が感じとられ

るように思われる。

「この授業が絵本や昔話の読み聞かせに

役に立つ点J (設問10)への回答は、「繰

り返しの文〈ひいても、ひいても、びくと

もしない!>を読む時に、最初はゆっくり

読み、くびくともしない〉ではやく読むと

いうアドバイスが役立つと思ったJ (初幼

2年女性)に代表される、リズムに関する

実践的内容のものがほとんどであった。ま

た、「どんなことでも、不思議に思ったこ

とを深く調べることで、読み聞かせる人自

身がその絵本の内容や背景を理解すること

ができて、子どもと本の内容について話す

ことができると思いました。外国の絵本だ

と、原文のリズムを大切にして、作者が伝

えたかったことをそのとおりに伝えるのも

大切だ、と思いました。原語をま日ることも大

切なんだと思いましたJ (初幼 2年女性)

という回答も挙がった。読み聞かせる側の

探究心の大切さ、リズムの大切さ、原文に

触れることの大切さを訴える貴重な意見で

ある。これらすべては、我々プロジェクト

メンバーを喜ばせるものであったが、その

極めっきは、次の意見であろう。「わたし

は幼児教育で、これから子どもに読み聞か

せる機会が多くなりますが、くこういうも

のなんだ、よ〉と押しつけるのではなく、子
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どもがその話について、自由な発想、で言葉

が楽しめるようにすることが大事という話

を聞いて、お話の雰囲気、リズム、内容の

おもしろさが子どもたちに伝わるような工

夫ができるようにがんばりたいと思いまし

たJ (初幼2年女性)。このような志を持っ

た幼稚園教員が、一人でも二人でも多く世

に出てくれれば、伝承の現場たる教育現場

が、読み方のマニュアルという鎖から解放

され、活気づいていくのではないだろうか。

すなわち、伝承文学を伝えるという行為に、

たった一つの正解があるわけではなく、そ

こには正解の幅が広がっているのであり、

語り手は、自分の興味と知識に裏打ちされ

た、正解の幅から外れない範囲で、自由に

生き生きと諮ってもよいのである。少なく

とも筆者はそのように感じた。

第 3節 おばあさんはなぜ桃をたべたの

か? 一「回春型J桃太郎の系譜ー

岡崎女子短期大学助教授赤羽根有里子氏

による実験授業「おばあさんはなせや桃をた

べたのか? - <回春型〉桃太郎の系譜

」は、愛知教育大学2006年度前期月曜

3限の、全学2年生を対象とした共通科目

「国際社会と日本[展開 1JJの枠内で、授

業担当教員である筆者大野寿子(当時、外

国語教育講座講師)の協力のもと、 2006

年 6 月 26 日月曜 3 限(l3:20~14:50)に、

同大学第一共通棟206教室にて行われた。

受講生はアシスタントも含め、 67名であ

った。

まず、「桃から生まれた桃太郎」という「果

生謹」がよく知られている「桃太郎」には、

もう一つのヴァージョン「回春語」、すな

わち、「桃を食べて若返ったおばあさんと、

それに欲情したおじいさんとの愛の結品と

しての桃太郎」話が存在することが語られ

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない
2 

いいえ

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

どちらでもない
9 

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

いいえ 1 

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したかっ

いいえ 3 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

どちらでもない 4 

いいえ O 
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た。そして赤羽根氏は、「果生謹」の普及と、

戦前戦中の軍国主義や英雄待望主義との関

わり、および教育的配慮との関わりを、わ

かりやすく説いていかれた。なぜ、桃なのか、

そしてその桃は、現代の我々が日にするよ

うな果物だったのかということを、日本文

化や大陸(中国、朝鮮)文化に表れる桃の

象徴性と、さまざまな挿絵(江戸、明治)

を駆使し、丹念にご説明下さった。受講者

は、「回春謹」の存在に驚きを隠せないよ

うで、あった。

赤羽根氏の授業を、「おもしろかった」

と答えた学生は(設問 1)、回答総数57名

中55名、全体の96%というきわめて高い

割合となった。「この講演をもっと聴きた

いかJ (設問 2)では、「はい」という回答

が78%(45名)であり、「どちらでもない」

の16% (9名)が比較的目立つ結果とな

っている。「おもしろくなかった点J (設問

4)の自由筆記では、「少し淡々としすぎ

ていた」、「板書が多くもっと動画を見たか

った」などの回答はあったものの、それは

ごく少数で、大半の生徒が無回答、もしく

は「特になし」という記述であった。その

証拠として、「おもしろかった点」に関す

る自由筆記(設問 3) は、「おもしろくな

かった点」の 5倍以上の分量であり、ほと

んどの学生がこの講演の内容に興味を示し

たことカfうかカまえる。

「おもしろかった点、興味深かった点J(設

問3)に関しては、回春語について初めて

知っておもしろかったという内容が大変多

かった。たとえば、「桃を食べておばあさ

んが若返ったという話は初めて知りました。

自分の知っていた桃太郎とは少し違って驚

く部分もありました。もっと、他にも昔話

には裏の意味がありそうなので、それを聴

いてみたいですJ (初芸 2年女性)という

感想、があった。

授業では、桃太郎のさまざまな類話につ

いて、貴重な挿絵等を提示しつつご説明い

ただいた。さらに、桃を食べることの合意

をご説明いただいた結果、以下のような回

答が寄せられた。「桃を食べるということ

は深い意味があるのだとわかつてとてもお

もしろかったですJ (入社4年女性)、「桃

太郎に込めた人々のメッセージの話のくだ

りがよかった。字画の話は全く想像してい

なかった事であったのでとても驚いたJ(国

際2年男性)。これは、桃という字は、「木」

と「兆し」と書き、「妊娠を兆す木」とい

う意が込められているという説明へのリア

クションである。さらに，(木+兆〉。ゲル

マン神話でく人間は木から作られた〉とい

うのがあり、偶然で誌も必然でもすごいと思

ったJ (養護2年男性)という回答は、提

供した大野担当の授業が、「魔女像の比較

文化研究」をテーマとし、ゲルマン神話に

関してすでに教授していたことにより得ら

れた回答である。さらに、「魔女のときも

そうだ、ったが、ルーツに戻ってみると、意

外な内容が含まれていて興味深かった。な

ぜ、桃なのかをさまざまな視点から見ていて

理解が深まったJ (中数2年男性)という

ものもあった。このように、伝承文学研究

を介した異文化相互理解の有用性が、彼ら

の回答から改めて実感できたように忠われ

る。洋の東西を問わず、普遍的であるもの

に触れたとき、学生たちは「おもしろい」

と思うのであり、そしてその「おもしろい」

が、人に話さずにはいられなくさせるよう

である。実際、この裏話を人に話したとい

う報告をたくさん受けている。それを語る

栢手はこの場合、友人や家族が多く、子ど

もに語って聞かせることとは少々異なるか

もしれない。しかしながら、語る材料を持
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っているということはすなわち、「ネタが

豊か」なことであり、その豊かさは、語る

相手が大人であっても子どもであっても同

様なのではないか。アンケート回答には、

物語の裏側を知ることで、「実はね.. …..... J 

と子どもに語つたり札、子どもからの質問に

答えられるとしい〉寸う意見が非常に多かつた。

やはりk、物語の裏側を知つて「おもしろしい，J 」

と感じたカか〉らでで、あろう [例，なぜ

生まれたのかと子どもに聞カか当れたら、答え

られるJ]。また、「話の裏側を知っていると、

自分もおもしろいと思うし、自分がおもし

ろいと思っていることが、読み聞かせの際

に必ず声や表情に表れるはずなので、その

気持ちが子どもに伝わるような気がする」

という意見もあった。

このあたりは設問10の回答分析と重複

してくる内容ではあるが、まず受講生たち

は、自分が愉しむために、昔話の裏話をた

くさん知りたいと思うようである。そして、

それを人に話して「へえ!J と言ってもら

うことに、ある種の快感を覚えるようであ

り、「へえ!J と言ってもらいたくて、裏

話をもっと知りたくなるのだと言う。そし

て、ことばや表現は選ばなければ、ならない

としても、自分が愉しいと思ったことは、

きっと子どもをも愉しませるであろうから、

やはり昔話の「裏側」をたくさん知りたい

というのである。しかしながら、回春謹は、

小さな子どもには伝えないほうがいいとい

う意見もあった。それは、「日本の昔話(桃

太郎果生謹)の教育的側面というものを実

感した」という意見と、不即不離の関係に

あるようである。

5いとう

第4節消えた頼光

梅花女子大学教授加藤康子氏による実験

授業「消えた頼光」は、愛知教育大学

2006年度前期月曜3限、全学2年生を対

象とした共通科目「国際社会と日本[展開

1 JJの枠内で、授業担当教員である筆者

大野寿子(当時、外国語教育講座講師)の

協力のもと、 2006年 7月10日月曜 3限

(l 3:20~ 14:50) に、同大学第一共通棟

206教室にて行われた。受講生は70名であ

った。

加藤氏は、まず、「頼光」という今の若

い世代にはなかなかなじみのない英雄伝説

を説明され、その古い英雄像と新しい英雄

像、あるいは東洋と西洋の英雄像の普遍性

というものを明らかにされた。また、「頼光」

や他の昔話の鬼退治の場面や「カチカチ山」

の残酷な場面に触れ、残酷な場面をすべて

排除することの是非を、受講者に考えさせ

る内容であった。その結果、残酷な場面が

含まれる話が、平和な話に作り変えられる

可能性もあるという認識、伝承や読み聞か

せには、視覚による効果が大きいという認

識、昔話の価値というものはさまざまであ

るが、まず「知る」ということが大切なの

だという認識に至った受講生が大変多かっ

fこ。

アンケート回答総数63名のうち、本授

業が「興味深かったJ (設問 1)と答えた

受講生は46名で、全体の73%に上る。そ

の「おもしろかった点J (設問 3)の多くが、

「頼光と現代のヒーローものにある共通点」

(中音2年男性)であるとの回答であった。

これは、加藤氏が授業中に、「自分にとっ

てのヒーロー(ヒロイン)を 3名挙げよ」

というアンケートを実施され、その結果を

受け、日本古来の英雄と現代の英雄像との

間の普遍性を説明して下さったからであろ

う。ここで、そのアンケート結果を報告す

る。

第 I位に「アンパンマン」が挙げられて
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1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですかっ
おもしろかったですか?

どちらでもない
14 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

7 自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したかっ

いいえ 2 

どちらでもない
2 

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたかっ

いいえ 1 

いいえ 6 

いる。「アンパンマン」が、男女ともに支

持されたアニメであり、多くの人々にとっ

て、弱いものを助け惑を倒すという理想の

ヒーロー像であることがわかる。第2位に

は「ウルトラマン」が、第3位には「セー

ラームーン」が挙げられた。それぞれが、

男性にとってのヒーロー像、女性にとって

のヒーロー(ヒロイン)像であるように感

じられる。アニメや漫画などの主人公が多

いような印象だが、歴史上の人物や現在活

躍している実在の人物を挙げる人も多かっ

た(全体では33票で、 24人の人物が挙げ

られた)。そのような傾向は男性に多く見

られ、サッカーやバスケットボール、野球

などのスポーツ選手が多く挙げられていた

(全体では14票で、 9人の人物が挙げ、られ

た)。どんなヒーロー・ヒロインを挙げる

のかは、育ってきた環境や興味のあるジャ

ンル、打ち込んできたものなどで異なるよ

うである。しかしながら、その差異こそが

個性であり、大切なのだろう。

さて、授業アンケートに話を戻すが、本

授業の「おもしろくなかった点J(設問4)

で多く見られたのは、今まで「頼光」とい

う人物に対してほとんど馴染みがなかった

ので、興味・関心が湧かなかったという意

見だった。【例:r頼光という今日のメイン

の人について何も知らなかったから、興味

を持てなかったJ (国際2年女性)、「頼光

になじみがなさすぎて、興味を持つのに時

間がかかったJ (養護2年女性)]この意見

は、現在の若い世代が、自分たちの国の歴

史、昔話や言い伝えをよく知らないことの

表れであろう。しかしながら、関心がない

のはむしろ、その対象について全く知らな

いからであり、多少の知識さえあれば、あ

るいは、身近なものとのつながりを見つけ

てあげれば、関心へとつながるものである。
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備考

アニメ「それいけ!アンパンマンj

特撮「ウルトラマン」
アニメ「美少女戦士セーラームーン」

特撮「仮面ライダー」
フランス百年戦争時、軍を率いてイギリス軍を撃破した。

任天堂ゲーム「ス)¥ーマリオ」シり ズ

アニメ「ドラえもんJ
サッカー選手(日本)
ディズ二一アニメ「シンデレラj

「西遊記」ではなくアニメ「ドラゴンポールJの方

俳優(アメリ力)

フランスの皇帝
野球選手(日本)
バスケットボル選手(アメリ力)

特撮「ウルトラマンセブン」
貧しい人々のために活動した修道女
アニメ「魔法使いサリ 」

000レンジャーなど

俳優(日本)
キリスト教の救世主
グリム童話あるいはベ口 童話「赤ずきん」

戦国安土時代の武将

ディズ二一キャラクター
アニメ「それいけ lアンパンマン」

アニメ「それいけ lアンパンマンJ
作家(日本)
宮崎アニメ「ナウシ力」
宮崎アニメ「天空の城ラピ1タ」
サッカー選手(フランス)

アニメ「カウボーイピパップ」
野球選手監督(日本)
アニメ「機動戦士ガンダム」

野球選手(日本)
イングランド王
ディズ二一ア二メ「ピーター)¥ンJ
ビザを尭袷し、ナチスか5ユダヤ人を救った

アメリ力軍人。 GHQ最高司令官。

アニメ映画「プレイブストーリーJ
歌手(日本)
幕末の志士。大政奉還に尽力。
軍人政治家。戦後、 A級戦犯として絞首刑に。

在位1926~1989年。

特撮「仮面ライターV3J

平安末期の武将。
本映画 iJ¥リ ポツターJシりズの主人公

アメり力英語教師
サッ力選手(ブラジル)

サッ力選手(ドイツ)
特撮戦隊もの
デイズ二 アニメ「白雪姫Jorグリム童話「白雪姫j

歌手(日本)
つつつ

特撮「ジユウレンジャー」
J ¥リウッド映画「スーパーマンJ
不=家のベコちゃんかっ

ヒーロー・ヒロイン

アンパンマン
ウルトラマン
セーラームーン
仮面ライダー
ジャンヌダルク

スパーマυォ
ドラえもん
中田英寿(ヒデ)
シンデレラ
孫吾空

ジョ二一・デッブ

ナポレオン
イチロー
マイケルジョダン
ウルトラマンセブン

マザ テレサ
サリちゃん
戦隊もの
舘ひろし

キリスト
赤すきんちゃん

織田信長

ミッキーマウス

ショクパンマン

カレパンマン
養老孟司

ナウシカ
シ タ
ジダン
力ウボイビパップの主役

王貞治

アム口レイ
サブロー
リチヤード 1世
ピターバン
杉原千畝

マッ力ーサー
百

Cocco 
坂本龍馬

東条英機
昭和天皇
仮面ライダ V3

義経

八リ ポッター

ロンクラーク
ロナウジ二ヨ

オリパ ・力一ン
緑レンジャ
白雪姫

Gackt 
Hideki (未来)

ジュウレンジャ

スパーマン

ベコ
いとこの兄ちゃん
当年漫画の主役全般
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学生の感想、の中には、「ハリーポッターな

どと頼光の共通点を見つけようというよう

な目的があればよかった」という積極的な

意見も見られた。しかしながら、「おもし

ろくなかった」という意見は少数で、「お

もしろかった」という意見の方が上回って

いるのは、上述のパーセンテージのとおり

である。意見を分析すると、以下のように

まとめることができる。

-講演の前から、頼光について知っていた

人はほとんどいなかったようだが、講演

を聴いて『頼光一代記』をおもしろいと

感じ、興味を持った人が多い。

・話題に挙がった『カチカチ山」の話がお

もしろいと感じた人が多い。

・酒呑童子について興味を持ったという意

見が多い (W酒呑童子絵巻』の物語を初

めて知ったのでとてもおもしろかった)0

・資料(図版や実物の絵本など)がたくさ

ん提示されたので、わかりやすかったと

いう意見が多い。

-物語にはさまざまなパターンがあり、本

来の物語には残酷な場面が含まれている

という点に関心を抱いたという意見が多

し泊。

-頼光などの日本の古典と、現代の海外フ

ァンタジーやヒーローものの聞に見られ

る共通点に驚いたという意見が多い。

特に、後半の「残酷性」について、そし

てヒーローの「共通点」あるいは「普遍性」

についての感想は、「この授業が読み聞か

せに役に立つ点J (設問11)での自由筆記

にも反映している。加藤氏の授業受講者の

アンケートには、これ以外にも自由筆記が

さまざまなヒーローとがつながることに素

直に感動し、違う世代や異文化の英雄霞の

共通性を楽しめるという可能性を指摘して

いるものが多い。これは、語り手、読み手

の昔話や物語に関する知識の向上が、自分

自身の思考を豊かにし、さらに、豊かな人

間形成や教育につながるのではないかとい

う期待すら感じさせるものである。【「頼光

の物語の特徴が、現代のヒーローものやハ

リーポッターシリーズにも通じるところが

あると知り、とても新しい発見をした気持

ちになりました。仲間との鮮、悪者退治と

いうモチーフは普から現代を通して人気が

あるものなんだと思いました」】

また、鬼の腕などが切られるシーンが話

の中にあるという説明をうけて、「本来残

酷なシーンが含まれる話を、平和な話に作

り変えている部分があるということ(がわ

かった)J (中英2年女性)という感想が挙

がった。さらに、「残酷な内容を知ってる

上で、本が読めるようになったと思う J (環

境2年女性)、「読み聞かせをする時に、リ

アルな本を選ぶか、モラルが残っている本

を選ぶかを、その時に考えるということを

学べましたJ (初幼 I年女性)という実践

性にもふれている。すなわち、目の前にあ

る昔話や物語が、平和な話に書き変えられ

たという歴史性、あるいは細部(特に結論)

が異なる話があるという類話の存在を知っ

ていることが、目的に応じた(読み聞かせ

などの)テキスト選びを可能にするという

のであり、そのために、加藤氏の講演が有

益だったというのである。彼らは、児童文

学や絵本が相当数王子在することを知ってい

るし、いずれそれらを自ら子どものために

多かった。その意見を集約すると、まず、 選択しなければならないことを想定してい

全く知らなかった日本の英雄欝「頼光」と、 る。選択肢が多いからこそ、その中でどれ

白分のこれまでの生活で身近に感じていた を選ぶべきかというたった一つの正解では
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なしむしろ、目的や相手の年齢性別に応

じた選択が、自分でできるようになること

を望んで、いるのである。特に、次に挙げる

感想は、教育というものを真剣に考える学

生ならではの、貴重な意見に思われる。「昔

話に出てくる鬼のおどろおどろしさや、少

し残酷かと忠われがちなシーンを実際に絵

で見ることができたこと(がよかった)。

最近の絵本はかわいらしく鬼が描かれてい

るものが多いですが、夢に出てくるくらい

コワイ鬼の存在を、消さずに伝えていきた

いと思いますJ (国際4年女性)。

第5節東スラヴの水の精ルサールカ

札幌大学助教授塚崎今日子氏による実験

授業「東スラヴ、の水の精ルサールカ」は、

愛知教育大学2006年度前期木曜2限、幼

児教育を専攻する 2年次学生を対象とした

「保育内容研究・言葉AJの枠内で、授業

担当教員である幼児教育講座新井美保子助

教授の協力のもと、 2006年7月27日木曜

2限(10:50"-'12:20)に、同大学保健体

育棟の幼児心理学実験室にて行われた。参

加者は、アシスタントを含め35名であった。

塚崎氏の授業は、我々にとってはディズ

ニーやアンデルセンの人魚姫のイメージが

強い「水の精」像について、特にロシア(東

スラヴ)地域での「ルサールカ」という表

象に的を絞り、その時代性や地域性を、さ

まざまな挿絵を通して説いていかれた。

本授業を受講して「興味深かったJ (設

問 1)と答えた受講生は、回答総数28名

中26名であり、92%に上る。この授業を「も

っと聴いてみたいかJ (設問 2)では、「は

い」という回答が82%(23名)であり、

大変高い割合を保っている。その「おもし

ろかった点J (設問 3)を総括すると、実

際に、ルサールカの妖怪や精霊のような絵

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んで与もらいま
したか?

いいえ 1 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

いいえ O 
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を多数見ることができた点、そして、その

さまざまなイメージから、ルサールカのイ

メージが徐々に変化していったと認識でき

た点につきるようである。ほとんどの受講

生はまず、「水の精霊なのに、絵を見ると

とても恐かった」ことが印象に残ったよう

である。多くの学生が、「精霊と聞いてす

ごくキレイな感じを想像していたけど、プ

リントの絵が恐くてすごくび、っくりした」

(初幼2年女性)という類の回答を寄せて

いる。さらに、「フォークロアの意味を初

めて知りましたJ (初幼 2年女性)と、伝

承文学研究に興味を示す学生や、「ルサー

ルカはなんとなく魔女像につながるものが

あるなあと思いましたJ(国際4年男性)と、

独自の考察を展開する学生もいた。【例:Iも

ともとは醜い妖怪として伝えられていたも

のが、いつのまにか、かわいらしい、愛さ

れるような存在へと移り変わっていったと

いうところがおもしろかったJ (国際4年

女性)]また、「つまらなかった点J(設問4)

への回答はごく少数ではあったが、「ロシ

アの地理はよくわかりませんJ (初幼 2年

女性)、「劇詩「ルサールカ』が生まれた背

景のところがよくわからなかったJ (初幼

2年女性)という意見が多かった。これは、

斎藤君子氏(おおきなかぶ)の授業アンケ

ートと同様、物語やそれにまつわる不思議

な存在が生まれた文化的背景に興味はある

ものの、現代の若い世代には、ロシア(ア

メリカ以外の欧米諸国と言っても過言では

ない)に関する基本的な情報が乏しいため

に、その想像と理解が大変困難であるとい

う実情を物語っている。偶然ではあるが、

斎藤君子氏の場合も塚原氏の場合も、受講

者のほとんどが幼児教育を専攻する学生で

あった。このような意見を分析して、未来

の幼稚園教員の想像力のためには、外国語

学習という型にはまったかたちではなく、

オーディオ教材やこのような昔話の裏話等

を通じた、外国文化の体験型学習が必要な

のではないだろうか。

「この講演が読み聞かせに役に立っと思

う点J (設問10)については、ルサールカ

の多面的な姿を学んだことによる意見が目

立った。「一つの事柄についてさまざまな

見方やイメージができる」ことを学び、正

解は一つではないのだという認識に達した

こと、そして「話の背景を知ったこと」で、

子どもの質問に柔軟に対応できるようにな

ったと感じた受講生が多く、それが筆者に

は大変うれしかった。[例:Iルサールカな

どの妖精が、どうして妖精になったのか、

どういう格好なのかなど、子どもから質問

が出そうなことの内容を、少しでも知るこ

とができてよかったJ (初幼 2年女性)、「昔

話の由来など、知っておくと(子どもたちに

はそれを伝えてもわからないだろうけど)、

神秘的、興味深く語れると思うし、引き込

むポイントがわかる J (初幼2年女性)、「一

つのストーリーだけを伝えるのではなく、

時代背景などをふまえながら子どもの年齢

に応じて知識を広げさせることができる」

(国際4年女性)] 

本授業をふまえ、「読み聞かせで注意す

べき点J (設問 9) を聞いてみると、子ど

もの想像力をふくらませるような読み方を

すること、子どものペースに合わせて読む

こと、読む速さや、声の大きさ、高さなど

に気をつけ、子どもの興味を引くように読

むこと、という回答が多かった。また、話

の内容を理解しておくことや、その話に関

する知識を持つことも必要であるという回

答も多く見られ、塚崎氏の講演で学んだこ

とを、将来の幼稚園教員が、実践的に生か

そうとしている意欲が感じられる。【例:Iそ
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の内容をよく理解しておくこと。子どもの

想像力が広がるようにすること J (初幼2

年女性)、「一つのイメージを押しつけるの

ではなく、いろいろな面があるということ

を、イメージさせられるようにできればい

いと思う J (国際4年女性)】子どもが話に

入り込みやすいように読むという、テクニ

ック的な側面を回答した学生も多かったが、

その回答の端々に、「子どもが話に入り込

みやすくするためには、自分がその話をよ

く理解していなければならない」といった

心構えがうかがわれた。「昔話は謎や奥深

さが残って、子どもがさらに興味を持つよ

うに語る J (初幼2年女性)ためには、自

分がその謎や奥深さに興味を持ち、子ども

と一緒に考えることも必要となる。そのた

めにはやはり、文化的背景、絵本や児童文

学だけでなく、伝承文学や文化学の知識が

必要なのではないだろうか。少なくとも受

講生たちは、その必要性をおぼろげながら

感じているように恩われる。

ルサールカの表象には、若い女性であっ

たり、妖怪じみたものであったり、さまざ

まあるものの、その本物を求めるのではな

く、いかなる姿なのかを「想像する」ある

いは「想像させる」こともまた重要なので

ある。この点は、先の加藤氏の授業アンケ

ートに多かった、「視覚に訴えることも重

要なのだ」という感想と相反する感想のよ

うにも考えられる。しかし筆者にはむしろ、

読み聞かせや語り聞かせに取り入れる「視

覚的要素」のバランスや、目的や相手の年

齢等に応じたバランスを考えるという、さ

じ加減の重要性が指摘されているように恩

われる。加藤氏の実験授業受講生と塚崎氏

の受講生は、全く違う顔ぶれであり、この

ようなバランスの問題に気づいたのはむし

ろ、ほとんどの講演を補助してくれている

(したがってほとんどの講演を聴講してい

る)アシスタントの学生たちであった。

彼女たちの意見を集約すると次のように

なる。

「視覚的に見せることも大切だが、時に

は絵を見せないで想像させることも重要でー

ある。また、「実はね……』と話の裏側を

教えてしまうのも良いかもしれないが、子

どもたちそれぞれに『何でだと思う?~な

どの問いかけをして、想像を膨らませても

らう……というのも大切なのではないだろ

うか。読み聞かせをする際には、こういっ

たバランスも重要なのではないかと思った。

ここまでの五つの講演を聞いて感じたこと

は、一概に読み聞かせには『これが良いん

だJ ということが言えないのではないかと

いうことだ。」

視覚的要素のバランスや、物語の裏話を

語るときのさじ加減の重要性を指摘してい

る意見である。そしてこれらのバランスや

さじ加減は、昔話の「裏」を知ることによ

って初めて可能となることを、付け加えて

おきたい。

第B節桃太郎の神社と伝説一近現代の

文化遺産として一一

天理大学教授斉藤純氏による実験授業

「桃太郎の神社と伝説一一近現代の文化遺

産として 」は、愛知教育大学2006年度

後期金曜4限、国語教育を専攻する I年次

学生を対象とした授業「国文学演習」の枠

内で、授業担当教員である国語教育講座横

山信幸教授の協力のもと、 2006年11月10

日金曜 4 限 (15:00~16:30)に、同大学

第一共通棟309教室にて行われた。受講者

は41名であった。

本講義では、日本に三つ存在する「桃太

郎」ゆかりの神社の中で、特に愛知県犬山
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市にある桃太郎神社に焦点を当て、現地の

地名と物語とを関連づけて、桃太郎神社の

成立(例【雑】:木地屋→木地ヶ棚→雑ヶ棚)

を考えるという、民俗学的視点からの考察

のみならず、その建立、あるいはもともと

あった神社の「桃太郎神社」への移行が、

大正から昭和初期の商業資本主義と密接に

関わるという社会学的考察が行われた。さ

らに、現代風に言えば、昔話を題材とした

テーマパークの建設と、そこへの桃太郎の

銅像建立とが、当時のいわゆるブームであ

ったこと、そのような商業施設の立地には、

必ず地元の鉄道会社の利益向上と関連があ

ったこと、また、桃太郎の銅像建立にこだ

わった巌谷小波が、ベルリンにあるメルヒ

エン・ブルンネン(メルヒェンの泉)にあ

るグリム童話の登場人物たちの銅像を範と

したことなどが、映像資料を用いて説明さ

れた。

斉藤純氏の授業内容を「興味深かった」

と答えた受講生は、回答総数34名中67%

(23名)であった。どちらでもないという

回答が比較的多かったのである(18%、

6名)。この原因としては、こちらで準備

していた OHCが思ったより鮮明ではなく、

「資料が少し見づらかった」と感じた学生

が多数いたことが挙げられる(設問4)。

これは当方の準備不行き届きであり、斉藤

純氏にはこの場を借りて、心より御詫び申

し上げる。

本講演の「おもしろかった点J(設問3)

には、桃太郎の話が、地域の村おこしのた

めに都合がよかったこと、地名が桃太郎の

話と結びつけられたことが多く挙げられて

いる。また、巌谷小波が桃太郎に執着し、

ドイツの例を参考に銅像まで建てようとし

たことに興味を持った学生が多かった。特

にこのクラスは、自由記述の文章が比較的

長いのが特徴的である。たとえば以下のよ

うな感想があった。

「桃太郎の地とするために、いろいろと

こじつけているというのがおもしろかった

です。また、大正の鉄道普及が各地の観光

地の発達につながり、ひいては桃太郎の地

としてしまおうと考えたというのも興味深

かったです。神話から昔話への変遷につい

てもっと知りたくなりましたJ (入社 l年

女性)0 I桃太郎神社に行ってみたいです。

愛知出身だから、愛知のことをやってくれ

て楽しかった。あと、写真があってわかり

やすくてよかったJ (入社 1年女性)0 Iさ

まざまな要素から桃太郎について考えられ

ている点が興味深い。物語が商業主義と結

びつけられているのに、改めて気づかされ

たJ (中国 I年男性)。

ほかならぬ愛知教育大学で、地元愛知県

犬山市にある桃太郎神社の講演を聴くこと

ができ、その成立のからくりに、これまた

地元の名古屋鉄道が大きく関与していると

わかったことに、大変満足している意見が

多かったようである。昭和初期のテーマパ

ーク立地に、鉄道会社の乗車率が関わって

いることを知り、現代日本のテーマパーク

の立地やそのスポンサーに、興味を持った

学生も複数いた。

またこのクラスは、「浦島太郎」、「一寸

法師」、「かちかち山」等の授業を前期に受

けていたらしく、「桃太郎」と「桃太郎神社」、

すなわち、伝承と社会との新しい関わり方

を学び、伝承文学への興味が一層わいた学

生が多いようである。そして、そのような

基礎知識があるからこそ、「ドイツの風が

日本の村に届いていたというまとめが印象

的でした。知らないことを知るのはおもし

ろいですJ (中国 I年男性)というような、

知識欲あふれる回答が目立つのであろう。
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ちなみに、巌谷小波について知らないとい

う回答は全くなしこの点は、受講生が国

語教育専攻の学生だったことが、プラスに

作用したと思われる。

斉藤純氏の講演が、「読み聞かせに役に

立つ点J (設問10)については、読み手と

なる大人が絵本や昔話に関する知識を深め

ることで、子どもの疑問によく答えられる

だろうという意見が多く見られた。単に読

んで聞かせるだけでなく、子どもとのコミ

ュニケーションも深まると感じたようであ

る。【例:I裏話のようなことを知っている

と、読み聞かせた後にでもまた会話が弾み

そうだJ (中国 I年男性)、「なぜそのよう

な物語が成立したのかということを考える

ことで、大人が物語をより理解できれば、

子どもにも与える影響が違ってくると思

うJ (中国 I年男性)】

ところが一方で、桃太郎神社の商業資本

主義との関わりに関しては、現実的すぎて

小さな子どもへの読み聞かせには生かせな

いという意見も見られた。それでも、小学

校高学年や中・高生に対してはおもしろい

話であり、知識になるのではないかと考え

ている学生も多い。【例:I小学校の中・高

学年ならばこのような話もわかるかと思う

が、低学年などの読み聞かせでは、現実的

すぎて生かせないと思いましたJ (不明女

性)】しかしながら、このような意見から

読みとれることは一一ほとんどの受講生が

初頭国語教育を専攻する学生であったこと

からであろうか一一「読み聞かせ」の場と

して、彼らは、幼稚園での読み聞かせでは

なく、初等国語教育の朗読や授業現場を念

頭に置いているということである。幼児教

育専攻の学生が、幼稚園を念頭において回

'答してくれることを考えれば、「読み聞か

せ」の別の現場を念頭にシミュレーション

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

無回答 3 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
した由主?

無回答 3 

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

無回答 1 

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したか?

いいえ 3 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

5ちらでもない ー無回答 1

いいえ l 
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してくれる国語教育専攻の学生もまた、「伝

承」の多層性に対応するための貴重な意見

提供者である。

第7節絵本は自分の目で選ぶ

愛知江南短期大学教授阿部紀子氏による

実験授業「絵本は自分の日で選ぶ」は、愛

知教育大学2006年度後期月曜4限、国際

文化コース 3年を対象とした専門科目「ヨ

ーロッパ文学特論」の枠内で、授業担当教

員である筆者大野寿子(当時、外国語教育

講座講師)の協力のもと、 2006年11月20

日月曜4限(15:00"-'16:30)に、同大学

第一共通棟203教室にて行われた。受講生

は61名であった。

阿部氏の実験授業では、特にペローの「長

靴をはいたネコ」を中心に、同じ話を扱っ

たさまざまな絵本の画風や描写のセンスか

ら、画家や翻訳家の特性をあぶり出した。

さらに、目的に応じていかなる絵本を選ぶ

べきか、絵本選びをいかに愉しむべきかと

いった、絵本選びの醍醐味に迫る内容であ

った。事前にぺロー「長靴をはいたネコ」

の和訳を読ませておいたことも功を奏し、

受講者全員が、原作の知識を持った上で、

絵本の挿絵の比較に集中できたように思わ

れる。

アンケート回答総数57名中、この授業

が「おもしろかったJ (設問 1)と答えた

受講生は、 91% (52名)に上っている。

また、「この授業をもっと聴いてみたいか」

(設問2)への回答も、「はしりと答えた受

講生が87%(50名)と大変高い割合を示

している。

阿部氏の講演の「おもしろかった点J(設

問3)の記述は大変多しその中でも多数

を占めた意見は、「長靴をはいたネコ」や「白

雪姫」等、同じ話の絵本を何冊も実際に提

示し、丁寧に比較された点がおもしろかっ

たということである。さらに絵の比較につ

いては、緊迫した場面で、緊迫感がきち

んと描かれている絵本もあれば、そうでは

ない絵本もあるということを実際にご提示

いただいた。その見聞より受講生は、絵の

描かれ方によって、その場面の緊張感が顕

著に変化するということを実感し、絵本に

おける絵の重要性を改めて認識できたよう

である。また、「絵本の絵の見方が変わった」

という意見もあり、本講演が大変啓蒙的で

あったことが見てとれる。【例:i絵本はた

だ読むだけのものではないということがわ

かった。同じネコでも絵の印象で、話の印

象がだいぶ異なってくるものなんだと思っ

たJ (国際3年女性)】「絵本の見方が変わ

った」きっかけは、「表紙や見返しからも

うすでに愉しむことができる」こと、「原

作では描かれていないが、ちょっとしたと

ころにお話を膨らませるようなしゃれた仕

掛けが描かれている」と学んだところにあ

るようだ。後者に関しては、原作を知って

いなければ気づかないことであり、したが

って、「原作J (ここではペローの「長靴を

はいたネコJ)をあらかじめ読んでおくこ

2ゐ夫自去を実感した意見もあった。【例:

「絵本によって読み手の想像の範囲が狭く

なったり、広くなったりすることが興味深

かったです。J (国際3年女性)、「絵本を選

ぶときのポイントなど、とても勉強になり

ました。余分なものをつけ足さずに、読者

の想像をかき立てるイラストに込められた

画家の意図を読みとるというのがとてもお

もしろいと思いますJ (国際3年女性)、「自

由に想像しても良いが、ベースからは外れ

てはいけないということ。絵によっては、

子どもに読み聞かせるのに有効でないもの

もあるということ J (国際3年女性)】
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女性の受講者のみならず、男性受講者も、

授業を受けて改めて、「絵本を読みたい」

と思った者が多かったようである。しかし

ながら阿部氏によれば、これだけ大人をも

魅了する絵本の「絵」だからこそ、大変強

い効果を持っており、あまりに強烈な絵だ

と子どもに強くイメージを残してしまうと

いう危険も存在するという。この点は、前

期においでいただいた加藤氏の「頼光」に

関する講演とも、塚崎氏の「ルサールカ」

に関する講演の内容ともつながるものであ

る。この三つをすべて聴講していたアシス

タントの学生は、授業をオムニバス形式に

して、同じ受講生に授業したら、もっと強

烈な印象を与えたのではないかという意見

を言っていた。ところで本授業は、約60

人の学生相手の、大きな教室での講演だっ

たため、後ろの方は絵本が見にくかったよ

うである。教室や人数に応じた機材の活用

にもまた、ホスト校あるいは世話役がもっ

と気を遣っていかなければならないと反省

した。本講演の「おもしろくなかった点」

(設問4)の自由記述欄には、上記の「絵

の見づらさ」を指摘する意見はあったもの

の、ほとんどはi(おもしろくなかった点は)

ありません。とてもおもしろかったです。

1時間半があっという聞でしたJ (国際3

年女性)という回答ばかりだった。この、

もっと話を聞きたかったという意見の延長

線上に、「もっと意見交換をしたかった」

という意見もみられ、受講者たちが受身な

だけでなく、積極的に授業に参加したがっ

ているということをも感じさせられた。

この授業が「読み聞かせに役に立つ点」

(設問10)に関する自由記述では、講演の

中で先生が説明された、表紙や見聞きなど

といった、本来気にかけないような箇所の

絵も見過ごさない絵本の楽しみ方を、子ど

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

無回答 5 

いいえ O 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

どちらでもない
E 

いいえ

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

いいえ 4 

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
したか?

いいえ

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

どちらでもない
3 

いいえ
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もたちに読み聞かせる際に活用していきた

いという意見が目立つた。また、子どもた

ちに強烈な印象を与える絵本は避けるべき

だという意見もたくさんあり、読み聞かせ

の絵本を選ぶ際には注意していきたいと多

くの人が考えていた。大人の楽しむ絵本と、

子どもの楽しむ絵本とを、区別する自が大

切であり、上手に絵本を選択していかなけ

ればならないという意識が芽生えたのでは

ないかと思われる。これまで、安ければ安

いほどよいと思っていたであろう絵本選び

に関して、「絵本は値段ではなく中身だ」

と思うようになった学生の気持ちがストレ

ートに表れていた。絵本を選ぶポイントや

楽しさ、注意すべき点、絵本の楽しみ方な

ど、絵本を読み聞かせる際に重要な事をい

ろいろと学ぶことができた講演であった。

【例:I将来自分の子どもに絵本を読み聞か

せるとき、どのように絵本を選べばよいか、

考える機会としてとても役立つたJ (国際

3年女性)】。

「読み聞かせをする際の注意点J(設問9)

については、子どもの想像力を膨らませる

ように読みたいという意見が多く、自分の

主観を押しつけたり、強烈な絵を見せたり

して、子どもの豊かな発想を邪魔するよう

なことがあってはならないと考えているよ

うである。読み聞かせの後などに質問をし

たりして、コミュニケーションをとり、子

どもの想像力を掻き立てるようにしたいと

いう意見もあり、子どもの想像力をいかに

重視しているかが手にとるようにわかる。

これは、講演の際に、先入観や強烈な絵に

よって、子どもの想像力の芽が摘まれてし

まう危険性について学んだことが影響して

いると思われる。【例:Iある一つのお話で

も、本当にたくさんの絵本があり、絵を見

せてあげることの意味、インパクトの危険

性がわかりました。話は想像してその場面、

風景、声などを思い浮かべて私は読んでい

たので、『絵本』であることの意味を考え

させられましたJ (国際3年女性)】。また、

読み聞かせの際にはゆっくり読み、子ども

がお話を理解できるようにしたいという意

見や、リズムなどにも気をつけ、感情を込

めて読み、子どもが話に入り込めるように

工夫したいという意見もあった。

第B節朝鮮昔話における鬼とトッケピ

東京大学東洋文化研究所助教授真鍋祐子

氏による実験授業「朝鮮昔話における鬼と

トッケビ」は、愛知教育大学2006年度後

期金曜3限、幼児教育を専攻する 3年次の

学生を対象とした専門科目「家族援助論」

の枠内で、授業担当教員である幼児教育講

座新井美保子助教授の協力のもと、 2006

年12月1日金曜3限 (13:20"-'14:50)に、

同大学保健体育棟幼児心理学実験室にて行

われた。受講生は26名であった。

朝鮮昔話における「トッケピ」と呼ばれ

る表象のさまざまな形姿を、韓国の絵本を

通じてまず紹介していただいた。和訳では

「鬼」と訳されることが多いそうだが、こ

のトッケビは、時には妖怪のような姿、時

には鬼のような姿、時には l本足、時には

2本足で、また、幽霊のようなイメージで

描かれたりするという。絵本のみならず、

氏が、韓国留学時に現地の学生に描かせた

トッケビ像からも、さまざまなイメージを

垣間見ることができた。しかしながらその

イメージは、年代毎に変わっていっている

ようであり、特に90年代になると、アニ

メのキャラクターのような姿も見受けられ

るようになる。さらに、角があり根棒を手

にしているイメージは、まさに日本の鬼の

イメージであり、日韓の文化の類似性を指
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摘しがちであるが、ここには日本が行った

植民地政策という背景を伴った、朝鮮にお

ける日本文化の受容があったことを見逃し

ではならないという。絵本あるいは昔話の

表象を通じて、その社会学的観点の重要性

を教えられた授業であった。

真鍋氏の実験授業を「興味深かったJ と

答えた受講生は、回答総数18名中、 83%

の15名であった。また、この授業を「も

っと聴いてみたいかJ (設問 2) という問

いに「はい」と答えたのは56%(10名)

と割合がやや下がっている。この原因とし

ては、この授業を通じて初めて、朝鮮の昔

話について、またはトッケビの存在を知っ

た受講生が多かったため、少しあった戸惑

いが尾を引いているようである。これは、

斎藤君子氏や塚崎今日子氏の「大きなか

ぶ」、「ルサールカ」の舞台となっているロ

シアについての予備知識が、受講生全般に

不足していたことと同様である。このよう

な予備知識の不足を前提に、今後も授業あ

るいはセミナーを展開しなければならない

必要性があり、これまでの専門家相手の研

究発表ではないということを、入社プロの

研究員全員が改めて自覚しなければならな

いと強く感じられた。ところで、真鍋氏の

授業に話を戻すが、氏が韓国留学中に行わ

れた、韓国人にとってのトッケビのイメー

ジについてのアンケートでは、トッケビの

容姿が、 l本足や日本の鬼のようで、あった

り、さまざまに変化していることに関心を

持った学生が多かった。【例:I私は“トッ

ケビ"と開いた時かわいいキャラクターを

思い浮かべてしまいましたが、すぐに鬼の

ような得体の知れない存在だと知って驚き

ました。トッケビについての固定されたイ

，メージがないからこそ、人それぞれのイメ

ージがあっておもしろいなと思いました」

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない
2 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
した古ョ?

無回答 2 

いいえ O 

5子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

いいえ O 

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
した古>?

いいえ O 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?
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(初幼3年女性)、「初めて、トッケビとい

う言葉を聞き、知りました。トッケピが出

てきた話は、すごくおもしろかったです。

お化けだったり、鬼だったり、すごくいい

トッケビだったり……。トッケピというイ

メージがたくさんあっておもしろかったで

すJ (初幼 3年女性)、「ちょうどゼミで外

国の絵本について調べたいと思っていたの

で、トッケピの話おもしろかったです。パ

ーパパパみたいだなと思いましたJ (初幼

3年女性)】

日本と韓国は歴史的に深く関わりのある

国であることから、韓国の特に若い世代の

トッケピ像に、日本の鬼のイメージが見ら

れることに関する、植民地政策という観点

からの解釈に興味を持った学生も多かった。

また、韓国の学生によるトッケビの絵も、

より学生の興味を引いたようだ。このよう

に、日韓の歴史、韓国の学生の絵を見るこ

とで、トッケビを通じて、国際理解の視点

も養われたようである。授業中は、朝鮮の

「シンデレラ」についての話にもなった。

真鍋氏が、「朝鮮のシンデレラは、靴やス

リッパではなく、足袋を片方落としていく

のだけれど、脱ぎにくいと思わない!? J 

と言われた時には、笑いの渦となった。【例:

「小豆ちゃんの話(シンデレラ)がすごく

印象深かったですJ (初幼3年女性)、 mコ

ンジパッチ」の話。シンデレラのガラスの

靴も、“靴を片方残す"ということは、男

女の関係を持ったということを表している

と聞いたことがあります。全世界共通なん

だなと、おもしろかったですJ (初幼3年

女性)】

「興味が湧かなかった点J (設問4)に関

しては、「画面が見にくかった」、「説明が

早口だった」といったものがあったが、こ

れもごく少数意見で、大半の学生が記入な

しである。この「画面」とは OHCのこと

であるが、この画面が見づらいという点は、

実物の絵本提示もあったことで、ある程度

カバーできたようであり、多くの学生がこ

の授業に満足していたと恩われる。

この授業が絵本の読み聞かせに「役に立

つ点J (設問10)に関する自由記述では、

昔話の成立した過程や文化背景について知

っておくことの重要性を認識したという回

答が多かった。また、絵本の挿絵が闘定的

なイメージを与えるという点を学べたこと

が、これから幼稚園児に臨機応変に対応し

ていく上で役に立つという意見、なかには、

挿絵のない絵本、あるいは絵本の挿絵を見

せずに読み聞かせることで、子どもの想像

力を大切にできるのではないかという意見

も見られた。【例:r昔話がどのようにでき

たか、どのような状況、心境から話ができ

たのか理解し、それも伝えることができた

らいいなと思った。人によってイメージす

るものは違うので、一人一人のイメージを

大切にしたいと思ったJ (初幼3年女性)、

「日本のイメージで外国の話を見てはいけ

ないと思ったJ (初幼3年女性)】また、今

回の講演を聞いて、子どもの読む絵本に関

しても、植民地という歴史を背負った韓国

との関わりがあることを知ったことから、

社会的なことを幼稚園児に話すのは難しい

かもしれないが、子どもたちに、絵本を通

じて隣の国の少なくとも紹介ができると考

えた学生も見られた。【例:r物語の背景(文

化など)がよくわかつて、子どもたちに誤

解のないように話して聞かせることができ

ると思いますJ (初幼3年女性)】

この授業の受講者に、「読み聞かせの際

に注意する点J (設問9)を聞いてみると、

子どもの想像力を促すために、読み手が、

先入観を持たずに読み聞かせるということ
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を挙げた学生が多かった。これは、絵本を

読む際の心構えとしてとらえることができ

る。あとは、テクニックの問題として、絵

本の登場人物によって声色を変える、絵本

を読む雰囲気作り、挿絵がしっかり見える

ように気を配る、子どもとのコミュニケー

ションを重視するという意見があった。こ

れは、この講演を聞いた学生が幼児教育の

学生であることから、幼い子どもを意識し

た意見であると考えられる。

第g節イギリスのシンデレラ

静岡文化芸術大学助教授美濃部京子氏に

よる実験授業「イギリスのシンデレラ」は、

愛知教育大学2006年度後期月曜4限、国

際文化コース 3年を対象とした専門科目

「ヨーロツパ文学特論」の枠内で、授業担

当教員である筆者大野寿子(当時、外国語

教育講座講師)の協力のもと、 2006年12

月 11 日月曜 4 限(l 5:00~16:30) に、同

大学第一共通棟203教室にて行われた。受

講生は65名であった。

美濃部氏の講演は、提供授業で、「シン

デレラ=灰かぶり」型メルヒェンの比較を

扱っていることを最大限に利用し、「シン

デレラ=灰かぶりJ型話のイギリスの類話、

正確に言えば、アイルランド、スコットラ

ンド、イングランドといった文化圏におけ

る類話を数多く紹介し、その類話の文化的

背景と特性にせまるものであった。授業内

容の詳細は、アンケート分析とともに述べ

ることとする。

アンケート回答総数57名中、この授業

が「おもしろかった、興味深かったJ (設

問 1)と回答した受講生は91% (52名)

であり、大変高い満足度がうかがえる。美

濃部氏の実験授業の「おもしろかった点」

(設問 3)の自由記述は、以下のように要

約できる。まず、美濃部氏の講演でイギリ

ス版のシンデレラを知って、各国のシンデ

レラ型の話の相違点に興味を示した受講生

が大変多かった。これは、もともとの授業

が上述どおり「灰かぶり=シンデレラ」型

メルヒェンをテーマとしているので、その

グリム版(ドイツ)、ペロー版(フランス)、

パジーレ版(イタリア)をすでに読んでい

たためである。しかも、その「灰かぶり=

シンデレラ」型とは、アールネ/トンプソ

ンの民話タイプ〈通称AT)510型の類話

群を指すということを学んでいた学生たち

が受講者であったことが幸いしたと恩われ

る。【例:rドイツ・フランス・イタリア版

のシンデレラと、今回学んだイギリス版の

シンデレラでは全く違っていた。“The

little Bull-Calf'について、もっと詳しく

知りたいと思ったJ (国際3年女性)、「シ

ンデレラのまた全然違う話を読んで、王子

さまも出てこなかったり、くつも出てこな

かったりして驚いたJ (国際3年女性)、「イ

ギリスのいく*さ頭巾の話は他のどの灰かぶ

り型と違って驚きました。不思議な力で与

えてもらった幸せではなくて、自分の才知

と努力で幸せになったという印象を受けま

したJ (国際4年女性)】。また、イギリス

の「灰かぶり=シンデレラ」型メルヒェン

である、“Th巴 littleBull-Calf'に興味を示

した学生が多かったその理由として、男の

子が主人公であったことが大きな理由のよ

うである。また、「継父の登場」、「ダイヤ」、

「舌」、「切り取られた指」という、全く別

の小道具が使われていたことも、この話に

興味や関心を抱かせたようだ。{例:rシン

デレラ型の話は女の子が主人公のものばか

りだと思っていたけれど、男の子が主人公

で同じような話もあるんだと知って驚い

たJ (国際3年女性)、「男の子が主人公に
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なると、イジメるのも継父になってしまう

ところが印象に残ったJ (国際3年女性)】

さらに、イギリスのシンデレラ型の話には、

主人公への援助者として動物が登場すると

いうこと、そして地域によってさまざまな

類話があるという点に興味を示している。

【例:rイギリスにはたくさんの類話がある

んだとわかりました。イギリス内でも、イ

ングランド、スコットランド、またアイル

ランドと、地域によって題名が異なったり、

類話の有無が異なったりするとわかり興味

深かったです。J (国際3年女性)、「援助を

ると恩われる。しかしながら、この手の教

養は、当の大人が「楽しい」、「おもしろい」

と恩わなければ意味のないものであり、そ

の点で美濃部氏の講演は、昔話や伝承の、

日本における固定観念を破壊する意味合い

を持ちうるのではないか。また、我々は、

絵本の読み聞かせや昔話をテキストとする

幼稚園教員や小学校教員といえば、どうも

女性を想定する悪い癖がある。これもまた

悪しき固定観念の一つであろうが、授業受

講生にも男性が混じっているように、「シ

ンデレラ」に興味を示すのはなにも女性ば

与えてくれるのが、動物(雄牛など)とい かりではない。「シンデレラが、実際とイ

うのもおもしろいと思いましたJ (国際3 メージでは随分と差があるのだと思った」

年女性)】また、シェイクスピアの『リア王~ (情報3年男性)という男子学生からの率

と「いぐさ頭巾」との、「塩の価値」とい 直な感想もまた、男性教員や父親にも「読

うモティーフを通じての関連性におもしろ み聞かせ」の現場を積極的に担ってもらう、

さを感じた人が一番多かった。昔話を下敷

きにして有名な文学作品が作られたのでは

ないかという関連性に、興味を示したよう

である。【例:rいつもの授業でAT510型

についての話がありましたが、『塩の価値』

については具体的な話を読んでいなかった

のでよくわからなかったですが、今回『い

ぐさ頭巾』を聴いて理解できましたJ (国

際3年女性)】

「シンデレラ」に関するイメージは、デ

ィズニーアニメを通じである程度固定化し

ているのが、日本社会における現状であり、

それは、幼稚園教員や小学校教員あるいは

一般的な母親父親とて変わりはない。

この「シンデレラ」のイメージは、氷山

の一角であり、日本ではあまり知られてい

ない部分の類話や地域性、時代性を知るこ

とは、知っていて損はない教養のーっとな

るのではないか。その教養豊かな人聞が、

子どもに昔話を伝承するということが、子

どもの想像力を豊かにする手段の一つであ

いいきっかけとなるように恩われる。

この授業の「おもしろくなかった点J(設

問3) として多く挙がっていたのは、“官le

little Bull-Calf'の英語テキストのみが配

布され、和訳が配布されなかったことであ

る。ただこれは、単純に和訳が面倒くさい

という意味だとすれば、「おもしろくなか

った点」とは言えず、むしろ授業受講生の

反省点であろう。

この授業が「読み聞かせに役に立つ点」

(設問10)を要約すると、上述の「おもし

ろかった点」と重複する部分も多いが、以

下のようになる。

まず、シンデレラは、ペローやディズニ

ーによって描かれた有名なストーリーだけ

でなく、国や物語の収集者によってさまざ

まな型があると知りえたことで、読み聞か

せの際に、いろいろなシンデレラの話を聞

かせてあげることができると考えた人が最

も多い。また、シンデレラに限らず、他の

話にもさまざまな類話が存在していること
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を知り、いろいろなバリエーションで読み

聞かせを行いたいと考える人もいた。【例:

「“しるし"になる物は、ガラスの靴だけで

はなく、他のタイプのシンデレラだと指輪

になることもあるんだよと伝えたいJ (国

際3年女性)、「ペローやディズニーなど、

日本で一般的に知られている灰かぶり型だ

けではないということも、教えてあげると

良いと感じたJ (国際3年女性)、 r<ガラス

の靴を履いて王子様と幸せになる〉という

カテゴリー化された図式ではなく、さまざ

まな話が存在するという事実を知れたこと

は、とても役立つのではないでしょうか。

シンデレラならそのパターンの各国の話を

聞かせてあげることで、ガラスの靴とかの

イメージが薄くなればいいな、と思います」

(国際3年女性)】また、同じ話のいろいろ

なパターンを読み聞かせ、子どもたちに類

似点を気づかせることで、自分で考える力

や発見する力を身につけさせ、各国の話に

興味を持たせることができる。そして、比

較するおもしろさを学ばせることができる

と考えた人もいた。【例:r似た話を読んで、

類似点なんかも子どもに気づかせてみるの

もおもしろいかなと思いましたJ (国際3

年女性)】 昔話や民話にはさまざまな類話

が存在することを知り、先入観や一つのも

のにとらわれすぎている危険性に、まず、

話し手が気づくべきであるという、心構え

に関する意見もあった。【例:r昔話、民話

にはさまざまな類話があるので、一つの型

にとらわれてはいけない点。普段よく知っ

ているものと、そこから少し違うものを示

してやることで、子どものイメージは広が

り、また“当たり前"という考えもくずし

てやることができるのでは?J (国際3年

女性)】たとえば、イギリスのシンデレラ

に関しては、「塩の価値」に関わることを

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない
2 

いいえ 1 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

どちらでも芯い
11 

5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
した古>?

いいえ 2 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと思いますか?

いいえ O 
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子どもの頃に聞いていると、中学・高校で

シェイクスピアの『リア玉』にふれたとき、

昔の記憶がよみがえり、より一層の関心を

抱くことができるという。つまり、子ども

たちが将来、絵本や昔話に関連した文学作

品に出会うことを想定し、読み聞かせをす

ることもできるというのである。読み聞か

せというものが、その場限りのものではな

く、将来、文学や外国に対する興味につな

がることをしっかりと認識して、読み聞か

せができたら、こんなにすばらしい生涯学

習はないのではないだろうか。

第10節現代インドにおけるラーマ物語

の受容

大阪外国語大学(7)講師長崎広子氏によ

る実験授業「現代インドにおけるラーマ物

語の受容」は、愛知教育大学2006年度後

期木曜4限、国語教育を専攻する 3年次の

学生を対象とした専門科目「日本文学講読」

の枠内で、授業担当教員である国語教育講

座横山信幸教授の協力のもと、 2006年12

月14日木曜4限(15:00-16:30)に、同

大学第一共通棟309教室にて行われた。受

講生は34名であった。

長崎氏の授業では、大変な長編であるラ

ーマ物語のあらすじを簡潔に説明されたの

ち、氏のフィールドワークの賜物である、

インドの巡礼地をたどった貴重な映像を見

せながら、その土地と物語と信仰との結び

つきを説いてゆかれた。わが地こそラーマ

物語ゆかりの地であるという故事から、場

合によってはラーマ物語にはない挿話が加

えられたり、あるいは明らかに観光目的に

物語を利用していると見なさざるを得ない

場面もあったりした。しかし、この話の「変

容jもまた、「ラーマ物語」という伝承が「生

きている」という証なのではないかと訴え

かけるようでもあった。

アンケートの回答総数26名中、長崎氏

の講演を「おもしろかったJ (設問 1)と

答えた受講生は、 18名、全体の69%に上る。

「おもしろかった点J (設問 3)では、写真

などの映像資料が多く、視覚からも情報を

得ることによって、それが興味深かったと

いう意見が多かった。また、現在でもラー

マに関する場所や物が、インドでは大切に

されていることがわかり、「ラーマ物語J

が日常生活に浸透しているということが、

印象に残ったという。その例としては次の

二つの意見が挙げられる。

「スライドやビデオを使って物語の説明

をされていたので、具体的なイメージが湧

きました。インドがどういうところか、と

いうことは(説明の範囲内で)よくわかり

ました。また、先生の生き生きとした話し

方が印象的でした。見習わなくてはならな

いところです。ありがとうございました」

(初国3年男性)

「おもしろかった点H ・H ・インドの生活、

文化をかいまみることができた点。印象に

残った点……伝承文化という歴史的価値の

ある存在を、今の人は歪めたり都合よく使

って、勝手に新しい文化をつくってしまう

という点。文学的価値やストーリーの真実

を無視し、大切にすることを間違えている

のはいかがなものかと思った。もっと知り

たくなった点……インドの〈物語〉をはじ

めとする文学に対する考え方、価値観J (初

国3年男性)

長崎氏が現地で撮ってこられた写真や映

像を見ることで、「イメージ」がより「具

体化」されたという感想は、子どもが絵本

の絵を見て、未知のもののイメージを膨ら

ますことに重なるものがある。インドに関

する情報は、現代日本では十分であるとは
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言いがたい。その不十分な情報の隙間を埋

めでいく手段として、体験記、映像資料が

有効であることはいうまでもないが、それ

以上に大切なのは、その内容を「生き生会」

と話すことができるかということであろう。

すなわち、長崎氏は、ご自分の撮影された

資料を用い、ラーマ物語の巡礼地を説明し

ながら、授業を展開されたのであるが、ご

自分でその地を体験されたからこそ、途中

でいろいろな補足説明やこぼれ話が入札

楽しかったのである。学生たちは、そのよ

うなものも含め、話の瑞々しさを感じとり、

その「生き生き」とした語りを、「おもし

ろい、興味深い」と感じているのである。

すなわち長崎氏は、大学生相手に、絵本の

読み聞かせ、語り聞かせを行われたも同然

であり、彼等の感じたことが、そっくりそ

のまま、子どもたちがどの点を「おもしろ

い」と思うのかの重要な資料となりえる。

本授業が、他のどの実験授業よりも、読み

聞かせの実験的要素が濃かったと言える要

素として、受講生が、「ラーマ物語」につ

いてもインドについてもほとんど知らなか

ったことが、大変大きいように思われる。

ストーリーを無視し、勝手に作り変えた

り、その一部を無理やりある土地に結びつ

けたりする点を批判している意見もあった

が、これに関しては、斉藤純氏の「桃太郎

神社」の例があるように、なにもインドだ

けの例ではない。もし、本講演の受講生が、

斉藤純氏の講演も受講していれば、そのあ

たりをもっと普遍的にとらえることができ

たであろうことを考えると、このような実

験授業を、向じ受講生に連続して受講して

もらうことの重要性が浮かび上がってくる。

本授業の「おもしろくなかった点J (設

問4) としては、手元でじっくり見ること

ができる資料がなかったことが挙がってい

1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですかっ

無回答 2

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま
したか?

無回答 3 

5子どもの頃、絵本や昔話を読みましたかワ

いいえ

6.子どもの頃、絵本や昔話を大人に読んでもらいま
した古当?

いいえ 1 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
関かせたいと思いますか?
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1.本日の授業・講演の内容は興味深かったですか?
おもしろかったですか?

どちらでもない
2 

2.本日の授業・講演をもっと聴いてみたいと思いま

したか?

どちらでも芯い
7 

7.自分の子どもや園児、児童に絵本や昔話を読んで
聞かせたいと恩いますか?
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5.子どもの頃、絵本や昔話を読みましたか?

いいえ O 

いいえ

らわれている点をおもしろいと感じた人も

多い。

「おもしろかった点J (設問3)では、ま

ず、日常ではあまり捌|染みのないスペイン

の話、特にスペインの「シンデレラ」型メ

ルヒェンについての話がとても印象に残っ

たようである。民話の背景にある文化につ

いての大変丁寧な説明が、彼等には大変お

もしろいと感じられたようである。

「先生の、日本や世界のスペイン以外の

いろいろなお話について聞けたのが印象深

かったです。特にスペインの言語に関して

のお話は楽しかったです。物語の表面では

なく、その背景にある民族の風習や思想を

講演していただけたところがよかったです。

またぜひ来ていただきたいですJ (国際3

年女性)0 r日本は農業国だから、イネや米

と昔話が切り離せないのと同様に、スペイ

ンでは牛が大切にされているから、昔話に

も牛が反映されているということに驚きま

した。宗教や地理も話を作るのに利用され

るのだと思って、物語に親しむことで、そ

の国のことを知る機会にもなるのだと感じ

ましたJ (国際3年女性)

このように、民話にはその時代、その土

地の文化が反映されいることを、スペイン

と日本の食文化や宗教を比較しつつご説明

くださった箇所が、特に印象に残っている

ようである。【例:rスペインの話だけでは

なくて、日本の昔話も交えて比較しながら

話してくださったのでとてもわかりやすか

ったしおもしろかった。スペインの話には

牛が必ず出てくるようで、やっぱり話には

国の文化が反映されるものなんだと思いま

したJ (国際3年女性)】 また、「伝播」に

関する問題で、特に口頭伝承と「記録」あ

るいは「記述」との密接な関係に、興味を

持った学生もいた。【例:r物語だけに限り

方ともが大切なのであり、読み手・語り手

は、その年齢や場面に応じて、そのバラン

スをとっていかねばならないのだと思う。

第11節昔話の国際伝播ーはなしはど

のようにして伝わっていったのか一一

関西外国語大学名誉教授三原幸久氏によ

る実験授業「昔話の国際伝播 はなしは

どのようにして伝わっていったのか一一」

は、愛知教育大学2006年度後期月曜4限、

国際文化コース 3年を対象とした専門科目

「ヨーロッパ文学特論」の枠内で、授業担

当教員である筆者大野寿子(当時、外国語

教育講座講師)の協力のもと、 2007年 1

月15日月曜4限(15:00----16:30)に、同

大学第一共通棟203教室にて行われた。受

講生は60名であった。

本授業で三原氏は、民話の伝播という現

象について大変わかりやすく説かれ、また、

氏の長年にわたるスペインや南米における

フィールドワークに裏打ちされた、スペイ

ン語ポルトガル語圏の文化事情を、時には

心地よいジョークを交えながら説明された。

特に、スペイン語圏の「シンデレラ」につ

いて説かれた際に、ストーリーは同じ

AT510型でも、その文化的、政治的、宗

教的背景により小道具が変わってくるのだ

ということを説明された。そのとき、それ

を聴く受講生の目が一段と輝きを増したこ

とが印象的であった。

本授業のアンケート回答総数51名中、

「おもしろかったJ (設問 1)と答えた学生

は48名であり、全体の94%に上る。また、

「もっと聞いてみたいJ (設問2) と答えた

受講生は、全体の84%(43名)であり、

学生の本授業への高い関心のほどがうかが

える。また、スペインのシンデレラの特徴

であるはらわたや牛といった、民俗性があ

る。テーマが未知の領域のものだったので、

レジュメなどの資料が欲しかったという意

見が多かった。ただそれは、たくさん見せ

て下さった映像資料の価値を否定するもの

ではなしその映像資料と長崎氏の話を、

見逃さないため聞き逃さないために、耳慣

れない地名や神の名前等の固有名詞に関す

る資料や、簡単な地図が手元にあればもっ

とよかったと言っているのである。

この授業が「絵本の読み聞かせに役に立

つ点J (設問10) として受講生が挙げてい

ることは、物語の背景を知っておくことと

いう意見に集約される。そうすれば話以外

のことも教えられるし、また自分の意見も

言えるというのである。自分が受講生とし

て、さまざまな物語とその背景を聞き、お

もしろいと思って初めて言うことのできる、

大変貴重な意見であると思う。すなわち彼

等は、全く未知のテーマについて、絵を交

えいろいろ聞いた後、聴き手である子ども

の立場に立って考えるという大変大切なこ

とを、すんなりやってのけているのである。

彼等のことばの端々に、聴き手の立場に立

って考えているということを、他の授業よ

りも多く感じとれた。【例:r物語に対する

自分の思いを、語ること、思いによって多

少つけ加えたりすることも、自分の生き方

や見方を伝える上で意味あることだと思っ

たJ (不明女性)】また、「話はそこで完結

するものではなく、続きを作ったりして、

その話のおもしろさを膨らませること」が

できるということを学び、それを読み聞か

せに生かしたいという意見もあった(初国

3年不明)。読み聞かせも語り聞かせも、

その物語のオリジナルを知ること(たとえ

ば美濃部氏の授業アンケートなどで多く見

られた意見)と、それを生き生きと諮るた

めの、ある程度の即興性や臨機応変さの両

ll 

87 伝承文学を豊かに語るための実験授業幼児教育者養成課程に対する提言第 1部86 



ませんが、記録していかないと、資料とし が変わっていくので、自分の知っているあ

て残らないというのは非常によくわかると る物語の内容はこれだと決めつけるのでは

思います。研究したくても、すでに残って なしさまざまであることを理解した上で

いないということはよくあります(私の専 読み聞かせをしなくてはならないという

門は歌ですが)。そういう時は資料に残す 点J (国際3年女性)

ということの必要性を感じます。伝播はど このような的確な意見を聴取できたのは、

のような人を経るのか、それによって物語 もちろん三原氏の大変魅力的な授業の賜物

にどんな性格が加わるか、という視点はお であることに疑う余地はないが、その前に、

もしろかったですJ (国際3年女性)】さら もともとの授業提供が「シンデレラ=灰か

に、「笑い話」というジャンルについて、 ぶり」裂メルヒェンを比較考察する授業で

自分の失敗談を滑稽に話せば人を傷つける あったことと、受講者全員が、阿部氏の「絵

ことはないという点に、対人関係のモラル 本」に関する実験授業、美濃部氏の「イギ

を見いだした受講生もいた。【例:I昔は話 リスのシンデレラ」を受講していたことに

し手が自分の失敗談などをおかしく話し、 より、受講生全員に「シンデレラ」の類話

自らが笑われるよう話してたという点。人 に関する基礎知識が定着していたからであ

を楽しくさせる人は、人のことを笑いはし ろう。さらに、彼等は、「絵本」や「翻訳」

ないということに感心しましたJ (国際3 の魅力と危険性を学んでいる。同じタイプ

年女性)】 昔話や民話には、その土地独自 の話が、全く文化の違う地域に伝播する、

の文化と人間の生きざまが結晶化している あるいは翻訳される時に起こる「変容」も

ということを、三原氏は大変わかりやすく また、その変容プロセスを知ることにより、

説いてくださったように思われる。また、 もっと楽しめる素材として鍛えるというこ

本授業の「おもしろくなかった点J(設問4) とを、彼等は感じているように思われる。

では、「もっとスペインのシンデレラにつ また次のような意見もあった。

いて話が聞きたかった」、「もう少し『シン 「物語の表面ではなく、その背景を知る

デレラ』について深く語ってほしかった」、 ことで、多彩な受け止め方を子どもたちに

「もっと長時間または、回数を多くしてほ 与えることができると思いますJ (国際3

しいと思う」と、時間が短かったことに対 年女性)

する不満がほとんどであり、学生たちが、 この意見はまさに、我々入社プロが、現代

三原氏の長年にわたるご研究に基づく授業 の伝承の担い手へと伝えたかったメツセー

に大いなる魅力を感じ、それを素直にもっ ジそのものである。各国の文化や歴史的背

と聞きたいと願っているように思われた。 景を知ることによって、より豊かな読み聞

本授業が「読み聞かせに役に立つ点J(設 かせをすることはでき、子どもたちからの

間10) としては、同じ物語でも、各国の 疑問にも答えることはできる。しかしなが

特徴によって話が異なるということを知つ ら、まずその前に、昔話や民話を、子ども

たことが、これからの読み聞かせに役に立 の世界のものだと遠巻きにとらえるのでは

っと感じている学生が多い。たとえば、以 なく、その成立過程や文化的背景、その話

下のような意見がある。 の深部にあるものの重要性や類話の多様性、

「同じ物語でも、国や書き手によって話 その変容のおもしろさを、まずは大人が愉
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しんで、それを「おもしろい」と感じなけ

れば、子どもに伝えたいとは恩わないであ

ろう。阿部氏の授業の一節ではないが、絵

本の絵には、画家がやっつけ仕事で描いた

ものと、そこに自分なりのこだわりとメッ

セージ性を託して、いわゆる作品として仕

上げたものとあるようで、それは絵の魅力

となって表れるのだという。そうだとした

ら、我々大人も、子どもへの読み聞かせや

語り聞かせを、マニュアルやテクニックに

しばられた、いわゆる「やっつけ仕事」に

してしまってはならないのではないか。こ

の点で、三原氏の実験授業は、「やっつけ

仕事」とは正反対の、まさに「豊かに語る」

ということが、「語りの魅力を増す」とい

うことのお手本のような授業であったこと

を、最後につけ加えておきたい。

おわりに

アンケートの設問9、設問10に寄せら

れた意見は、第3章の個々の分析の中で述

べてきたが、ここでその全体像を総括し、

結びとする。

9.絵本や昔話を子どもに読み聞かせたり

語って聞かせたりする時に、注意し芯けれ

ばならない点は何だと思いますか?

全体的に大きな声で読む、抑揚をつけて

読む、感情を込めて読む、ゆっくり読むな

ど、読むテクニックに注意しなければなら

ないという意見が多かった。子どもにしっ

かり伝えようと意識していることが、これ

らの回答からうかがえる。また、子どもの

想像力やイメージを大切にしたいと考えて

いる学生も多く、そのような意見は、大人

が一方的にイメージを植えつけてはならな

ーいという理念より生まれている。絵本の挿

絵は、場合によってはあまりに強烈で子ど

もに焼きついてしまうため、本の選び方に

も注意を払わなければならないという意見

は、阿部氏(絵本)の講演を聞いた学生か

ら多く挙がった。また、だれもが知ってい

るような話でも類話というものが幸子在し、

それが必ずしも子ども向けとは限らないも

のがある。さらに、残酷な場面を消してし

まっては、話自体が無意味になってしまう

ような物語もある。子どものためによいの

かどうかという問題は、どこまで行っても

つきまとうものであろうが、 0か×かとい

う選択を迫られる際に、話の文化的・歴史

的背景を知っておくということが、選択を

誤らないためには必要なことではないだろ

うか。すなわち、「読む」という行為以前に、

読み手の知識と心構えとが、大変重要なの

である。その心構えがなければ、テクニッ

クが生きることはなく、「生き生き」と語

るどころか、マニュアルどおりの、いわば

機械仕掛けの語りとなってしまうであろう。

話の背景を知れば、昔話にとって、正解が

たった一つではなく、正解には幅があると

いうことが容易に認識されうる。すなわち、

子どもの自由な想像に任せた発言があった

としても、語り手がこの「正解の幅」さえ

認識しておけば、答えに困ることもなけれ

ば、子どもの想像力をつぶしてしまうこと

もないのである。赤羽根氏(桃太郎回春霞)

や斉藤純氏(桃太郎神社)の講演の際の回

答では、話本来の姿を知っておくことも大

切だという意見が見られ、また、美濃部氏

(イギリスのシンデレラ)、三原氏(スペイ

ンのシンデレラ)の講演の際の回答では、

たくさんの種類の話を知っておくと良いと

いう意見が見られたことは、すべて、語り

手が「正解の幅」を認識しておくべきだと

いうことを物語っているのではないか。

伝承文学を豊かに語るための実験授業 89 



10 この授業・講演の内容が、絵本や昔話

の読み聞かせに役立つと思われる点を教え

て下さい。

授業を受けたことによって、「絵本や昔

話に関する知識が深まり、子どもの疑問に

も答えられる」という意見が大変多くみら

れた。喜ばしい結果である。

それぞれの授業の特色が意見に反映され

ている。斎藤君子氏(かぶ)の授業では、

読み聞かせのリズムなどを重要視している

意見が多く、小長谷氏(モンゴル)の授業

では、ことばを大切に扱いたいという意見

が多く見られた。美濃部氏(イギリスのシ

ンデレラ)、三原氏(スペインのシンデレラ)

の授業を受け、「さまざまな類話があるこ

とを知ったので、いろんな類話を子どもた

ちにも聞かせ、各国の類話を比較し、それ

ぞれの国にも興味を持ってくれたら良い」

と考える学生もいた。「子どもたちが、身

近な絵本というものを入り口にして、各国

の歴史や文化にも興味を持ってくれれば、

世界を広げてくれる」という希望もまた書

かれていた。また、長崎氏(ラーマ物語)

の授業では、「語りの自由さ」を認識した

受講生が目立つた。

阿部氏(絵本)の授業では、同じ題材の

絵本でも、さまざまな種類があることを知

ることができたという意見、絵本の絵はと

ても重要であり、絵によってそのシーンの

伝わり方も違ってくることを、本の比較を

通じて知ることができたという意見が多か

った。また、「強烈な印象を与える絵は、

子どもに恐怖の気持ちをずっと残してしま

ったり、子どもの想像力を止めてしまうと

授業で教わったので、そういう絵本は選ば

ないようにしたい」という意見も多くあっ

た。加藤氏(頼光)の授業では、残酷な話

があっても、正しい内容を子どもに伝えた

いと考える学生もいたが、子どもが恐怖に

とらわれてしまう恐れもあり、どう伝えて

いくのかは、とてもデリケートな問題であ

るので、しっかり考えて判断したいという

意見も見られた。真鍋氏(韓国のトツケビ)

の授業を受けた学生からは、「絵本の挿絵

が固定的なイメージを与える」という意見

が多く、「挿絵のない絵本を読み聞かせる

ことで、子どもの想像力を大切にしたい」

という意見も挙がった。塚崎氏(ルサール

カ)の授業でも同様、時には絵や絵本を見

せないで、主人公を自分の頭の中で想像す

ることの大切さを改めて感じたという意見

が多かった。

* 
授業の内容も関係しているのであろうが、

前半では読み聞かせの際に抑揚やリズムを

大切にしたいなど、読み聞かせのテクニツ

クに関する意見が多く見られたが、後半に

なると、子どもたちを楽しませ、子どもた

ちの想像力をいかに豊かにするかを、物語

の背景を知ることに求める意見が多くなる。

「語りの技」と「話の背景」とが、昔話に

おける「正解の幅」を生み出し、語り手が

自由に生き生きと語ることを可能にする。

「豊かに語る」とはすなわち、「自由」に「生

き生き」と、しかし「正解の幅」を意識し

ながら語るということではないか。そして

「豊かな語り」とは、もしかしたら、聴き

手(子ども)の想像力をつぶさないだけで

なく、語り手もまた語りつつ、物語を常に

新しい形で再体験できるということではな

いだろうか。最後に、今回の「実験授業・

講演m愛教大」の11回の授業をすべて受

講した者として筆者は、この11回の授業

が、別々の受講生ではなく、今後、同様の

機会があれば、 11固とも同じ受講生対象

に実施されることを切に願う。
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〈注〉

(1) 筆者の現在の勤務校は東洋大学であるが、この

実験授業を立ち上げ実施した当時は、愛知教育大

学外国語教育講座に専任講師として所属していた。

したがって、本報告において、「本校」あるいは「本

学」で表されるのは、当時の勤務校である愛教大

のことである。

(2) 2007年4月以降、「助教授」は「准教授J とい

う名称に変更されている。また実験授業支援グル

」プの中には、 2006年3月をもって退職された

方もいるが、本報告では、 2005年度、 2006年度

当時の職位とその名称を使用する。

(3) 愛知教育大学の学芸四課程は、 2007年4月より

現代学芸課程に変更されている。

(引提供授業のもともとの受講学生に対しては単位

認定に関わる「授業」、それ以外の受講者に対し

ては「講演」という性格を有するため、「授業・

講演」と併記する。

(5) アンケート分析協力者は以下の 7名である

(2007年3月に愛知教育大学卒業)。天川ひかる、

伊藤友香、大井良子、大野菜美子、神田華子、藤

津麻里、久田亜希。

(6) アンケート回答者の所属を以下のように略記す

る。国際【国際理解教育】、初幼【初等幼児教育】、

中数【中等数学】、初芸【初等芸術}、初科【初等

教育科学】、中英【中等英語】、生涯[生涯教育】、

中理【中等理科】、環境【環境教育】、自然【初等

自然】、情報【情報教育】、中社【中等社会】、生

ス【初等生活・スポーツ】、障害【障害児教育】、

養護【養護教諭】、人社【初等人文社会(国語)】、

中科【中等教育科学】、中国【中等国語】、保体【中

等保健体育】。

(7) 2007年10月1日に、大阪大学と統合。

伝承文学を豊かに語るための実験授業 91 


